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７

　
桂
翁
墓
誌
銘

嗚
呼
。
此
桂
翁
之
墓
也
。
翁
諱
景
晴
。
稱
此
面
。
號
泊
齋
。
父
諱
景
道
。
有
三
男
一
女
。
長
夭
。
次
景
光
嗣
。
季
即
翁
。
一
女
夭
。
翁

為
人
温
厚
。
能
容
人
。
口
未
嘗
稱
人
之
悪
。
至
其
善
雖
小
必
稱
焉
。
年
二
十
。
為
吏
有
功
。
官
賜
禄
三
石
賞
之
。
翁
事
親
孝
。
家
雖
貧
。

常
極
滋
味
養
之
。
而
自
奉
倹
素
。
故
晩
年
頻
致
冨
。
翁
兄
之
妻
。
予
姑
也
。
予
蚤
喪
二
親
。
煢
々
無
告
。
姑
閔
之
。
躬
親
撫
養
。
翁
亦

閔
之
。
視
予
猶
子
。
以
嘉
永
二
年
夏
四
月
。
罹
疾
。
以
其
冬
十
二
月
二
十
二
日
卒
。
享
年
七
十
有
七
。
葬
普
濟
寺
山
先
塋 

。
嗚
乎
。
予

自
喪
父
母
。
至
今
十
餘
年
。
為
翁
所
愛
。
情
似
父
子
。
泣
而
為
之
銘
。
々
曰

上
有
青
松
。
下
有
片
石
。
己
乎
桂
翁
。
于
安
厥
魄
。

時
年
十
九
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け
い
お
う

桂
翁
ぼ
し
め
い

墓
誌
銘

あ
あ
嗚
呼
。
此
の
け
い
お
う

桂
翁
の
墓
。
お
う翁
の
い
み
な
諱
は
こ
の
も

此
面
と
稱
し
は
く
さ
い

泊
齋
と
號
す
。
父
の
い
み
な
諱
は
か
げ
み
ち

景
道
三
男
一
女
有
り
。
長
は
よ
う夭
（
若
死
に
）

次
は
か
げ
み
つ

景
光
が
つ嗣
ぐ
、
季
（
末
）
は
お
う翁
一
女
よ
う夭
す
（
若
死
に
）
。
お
う翁
人
は
お
ん
こ
う

温
厚
を
為
し
能
く
人
を
容
れ
、
口
に
未
だ
人
の
悪
く
を
か
っ嘗

て
稱
せ
ず
。
至
り
て
其
の
善
は
小
な
り
と
と
い
え
ど
雖
も
必
ず
稱
せ
ら
れ
。
二
十
年
の
つ
か
さ
吏
（
役
人
）

に
功
有
り
て
為
す
。
官
ろ
く禄

三
石
之
れ
賞
を
賜
う
。
お
う翁
は
親
孝
を
事
と
し
て
家
は
貧
し
き
と
い
え
ど
雖
も
。
常
に
じ
み
滋
味
之
れ
養
う
を
極
め
て
。
自
か
ら
奉

じ
て
け
ん
そ

倹
素
故
に
ば
ん
ね
ん

晩
年
は
す
こ
ぶ
頻
る
冨
を
致
す
。
お
う翁
兄
の
妻
わ
れ予
の
こ姑
（
叔
母
）

な
り
。
わ
れ予
は
や蚤
く
二
親
う
し
な
喪
い
け
い
け
い

煢
々
（
独
り
ぼ
っ
ち
、
孤
児
）

告
す
無
く
。
こ姑
之
を
あ
わ
れ
閔
み
き
ゅ
う
し
ん

躬
身
（
親
に
代
わ
り
自
ら
）

親
し
く
ぶ
よ
う

撫
養
（
慈
し
み
養
う
）
お
う翁
亦
之
を
あ
わ
れ
閔
み
て
わ
れ予
を
視
て
子
の
ご
と猶
し
。

嘉
永
二
年
夏
四
月
を
以
て
。
や
ま
い
疾
に
か
か罹
り
其
の
冬
十
二
月
二
十
二
日
以
て
そ
つ卒
す
。
き
ょ
う
ね
ん

享
年
七
十
有
七
。
ふ
さ
い
じ
さ
ん

普
濟
寺
山
せ
ん
え
い

先
塋
（
墓
）

に
ほ
う
む
葬
る
。
嗚
乎
。
わ
れ予
父
母
を
う
し
な
喪
い
て
よ
り
。
今
に
至
る
十
餘
年
お
う翁
の
い
と愛
し
む
所
を
為
し
。
情
は
父
子
に
似
た
る
。
泣

い
て
こ
の
銘
を
為
す
。
銘
に
曰
う
。

上
有
青
松

上
に
せ
い
し
ょ
う

青
松
有
り
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下
有
片
石

下
に
へ
ん
せ
き

片
石
有
り

己
乎
桂
翁

己
に
あ乎
あ
け
い
お
う

桂
翁

于
厥
魄
安

こ
こ于
に
そ厥
れ
は
く魄
を
あ
ん安
ず
る

時
　
十
九
歳

語
釈
　
　
か
げ
は
る

景
晴
＝
こ
の
も

此
面
、
桂
か
げ
は
る

景
晴
、
五
竹
の
少
年
時
代
を
撫
育
し
た
人
。
ぼ
し
め
い

墓
誌
銘
＝
死
者
の
生
前
の
徳
行
、
功
績
な
ど
を
金
石
に
し
る
し
た
文
章
、
墓
に
埋
め
る
の
を
墓
誌
と

い
い
、
墓
誌
の
終
わ
り
に
つ
け
ら
れ
た
韻
文
を
銘
と
い
う
。
あ
あ
嗚
呼
＝
感
嘆
詞
。
お
う翁
＝
け
い
お
う

桂
翁
。
か
げ
は
る

景
晴
＝
け
い
お
う

桂
翁
の
名
。
は
く
さ
い

泊
齋
＝
か
げ
は
る

景
晴
の
号
。
き諱
＝
忌
名
。
か
げ
み
ち

景
道
＝
け
い
お
う

桂
翁
の
父
」
ち
ょ
う
よ
う

長
夭
＝

長
子
が
夭
折
、
早
死
に
、
若
死
に
。
か
げ
み
つ

景
光
＝
次
男
。
つ嗣
ぐ
＝
継
ぐ
。
よ
う夭
＝
夭
折
、
若
死
に
、
早
死
に
。
お
ん
こ
う

温
厚
＝
優
し
く
て
情
が
厚
い
、
暖
か
で
穏
や
か
。
か
っ嘗
て
＝
前
に
、
以
前
。

い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
じ
み
滋
味
＝
滋
養
と
美
味
。
じ
ほ
う

自
奉
＝
自
ら
奉
じ
る
。
け
ん
そ

倹
素
＝
質
素
倹
約
。
ば
ん
ね
ん

晩
年
＝
後
年
、
年
を
と
っ
て
か
ら
。
す
こ
ぶ
頻
る
＝
と
て
も
、
大
変
に
。
こ姑
＝
伯
母
、

叔
母
。
ろ
く禄
＝
。
俸
禄
。
た
ま
わ
賜
る
＝
下
賜
。
そ
う蚤
＝
の
み蚤
、
転
じ
て
、
小
さ
い
、
子
供
。
そ
う喪
＝
喪
失
、
喪
う
、
死
ぬ
。
け
い
け
い

煢
々
＝
鳥
が
飛
び
巡
る
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
頼
る
と
こ
ろ
が
な
い
さ
ま
。

ぶ
よ
う

撫
養
＝
撫
育
、
撫
で
養
う
。
あ
わ
れ
閔
み
＝
憐
憫
、
憐
れ
む
。
し
つ
り

疾
罹
＝
疾
病
に
罹
る
。
き
ょ
う
ね
ん

享
年
＝
天
か
ら
受
け
た
年
数
、
寿
命
、
息
長
ら
え
た
年
数
で
死
後
に
い
う
、
行
年
。
ふ
さ
い
じ
さ
ん

普
濟
寺
山
＝

け
い
お
う

桂
翁
の
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
。
せ
ん
え
い

先
塋
＝
先
祖
代
々
の
墓
。
そ
つ卒
＝
お
わ
る
、
尽
き
る
、
死
ぬ
。
ほ
う
む
葬
る
＝
埋
葬
す
る
、
死
体
、
骨
を
土
中
に
埋
め
収
め
る
。
せ
い
し
ょ
う

青
松
＝
青
い
松
。
へ
ん
せ
き

片
石
＝
石

の
欠
片
。
す
で己
に
＝
も
う
。
け
つ厥
＝
そ
の
、
そ
れ
、
額
ず
く
。
は
く魄
＝
魂
魄
。
あ
ん安
＝
安
ら
か
に
、
安
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８

　
鹿
鳴
社
雅
集
図
序

吾
徒
以
文
相
會
者
于
茲
有
年
矣
号
曰
鹿
鳴
社
今
茲
嘉
永
三
年
正
月
日
會
于
逍
遙
之
楼
一
壺
之
酒
一
盤
之
肴
相
対
以
歓
飲

焉
酒
己
酣
欲
碁
者
碁
琴
者
琴
或

或
哦
暢
然
怡
然
由
々
然
各
樂
其
樂
也
遂
命
善
画
者
図
之
而
各
為
之
序
昔
宋
時
某
々
公

會
于
西
園
當
時
以
為
美
談
彼
諸
公
者
吐
辞
為
文
下
筆
為
小
雖
園
林
一
時
之
遊
而
人
嘖
々
称
之
宜
乎
其
名
施
於
後
世
也
今

也
口
吟
於
六
藝
之
文
人
以
為
迂
闊
手
披
於
百
家
之
編
而
於
世
不
済
於
用
公
私
無
耶
取
信
言
出
而
見
笑
於
列
殆
不
異
國
子

先
生
也
但
幸
得
為
太
平
之
民
間
暇
無
事
糟
糠
有
食
襤
褸
有
衣
一
飽
一
暖
無
求
無
営
唯
文
墨
是
娯
雖
自
知
其
迂
闊
其
樂
也

不
改
雖
自
知

散
弄
翰
也
未
止
而
今
此
図
之
成
也
亦
援
筆
以
為
序
云
爾
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ろ
く
め
い
し
ゃ

鹿
鳴
社
が
し
ゅ
う
ず

雅
集
図
の
じ
ょ序

吾
れ
徒
に
文
を
以
て
相
會
す
る
は
、 こ
こ茲
に
有
年
（
数
年
） さ
け号
ん
で
て
曰
う
、 ろ
く
め
い
し
ゃ

鹿
鳴
社
今
こ
こ茲
に
嘉
永
三
年
正
月
日
か
い會
し
て
、 し
ょ
う
よ
う

逍
遙

（
満
足
す
る
）

こ
れ
ろ
う楼
の
い
っ
こ

一
壺
の
酒
ひ
と
さ
ら

一
盤
の
さ
か
な
肴
に
、
相
対
し
て
以
て
か
ん
い
ん

歓
飲
す
る
、
酒
は
己
に
た
け
な
酣
わ
、
ご碁
に
せ
ん
と
欲
し
ご碁

は
こ
と琴
に
せ
ん
と
欲
す
、
こ
と琴
或
は
う
そ
び

き
或
は
が啾
ち
ょ
う
ぜ
ん

暢
然
（
各
人
が
伸
び
伸
び
と
）
い
ぜ
ん

怡
然
（
歓
び
楽
し
む
）
、
ゆ
ゆ
ぜ
ん

由
々
然
（
満
足
な
さ
ま
）
、
お
の
お
の
各

の

樂
し
み
は
其
れ
樂
し
み
な
り
、
す
い
め
い

遂
命
善
き
画
は
図
の
各
之
れ
を
て
之
れ
を
為
す
の
序
に
、
昔
宋
時
（
前
二
八
六
年
代
）

某
々
公

會
西
園
當
時
美
談
を
為
す
、
彼
の
し
ょ
こ
う

諸
公
は
と吐
じ辞
文
の
下
筆
（
す
ぐ
書
い
て
文
書
に
す
る
）

為
し
て
章
を
為
し
、
え
ん
り
ん

園
林
一
時
の
遊
び

と
雖
も
人
は
さ
く
さ
く

嘖
々
（
口
々
に
褒
め
そ
や
し
）

称
し
て
こ
れ
宜
し
く
其
の
名
を
施
し
て
こ
う
せ
い

後
世
よ
り
、
今
な
る
こ
う
ぎ
ん

口
吟
り
く
げ
い

六
藝
の
文
よ
り

人
は
以
て
為
す
、
う
か
つ

迂
闊
（
回
り
口
説
く
事
実
に
あ
わ
な
い
）
に
手
を
し
た
ひ
ゃ
っ
か

百
家
の
へ
ん編
よ
り
世
に
於
て
せ
い済
さ
れ
ず
（
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
）
、
こ
う
し

公
私

に
用
い
て
ち
ょ
う
し
ゅ
う
取
（
耳
垢
を
取
る
ほ
ど
の
価
値
）

る
無
し
、
し
ん
げ
ん

信
言
（
誠
あ
る
言
葉
）

出
ず
る
は
見
て
笑
う
つ
ら列
ね
て
殆
ど
異
な
ら
ず
國
子

先
生
な
る
は
、
幸
い
に
も
た
い
へ
い

太
平
の
民
間
暇
を
為
し
て
無
事
、
そ
う
こ
う

糟
糠
食
有
り
、
ら
ん
る

襤
褸
の
い衣
有
り
い
ち
ほ
う

一
飽
い
ち
だ
ん

一
暖
求
め
る
無
く
、

営
む
は
唯
だ
ぶ
ん
ぼ
く

文
墨
是
れ
た
の娯
し
み
、
自
か
ら
其
の
う
か
つ

迂
闊
を
知
り
其
の
た
の樂
し
む
と
雖
も
、
改
め
ず
自
か
ら
そ
れ
じ
ゅ

す
る
と
雖
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も
さ
ん散
じ
て
ろ
う弄
か
ん翰
な
り
、
未
だ
止
ま
ず
し
て
今
此
の
図
之
れ
成
る
、
亦
た
え
ん
ぴ
つ

援
筆
以
て
序
を
為
し
て
な
ん
じ
爾
に
云
う
。

語
釈
　
　
ろ
く
め
い
し
ゃ

鹿
鳴
社
＝
南
部
五
竹
が
主
宰
し
た
社
中
。
が
し
ゅ
う
ず

雅
集
図
＝
雅
な
集
い
を
図
る
。
じ
ょ序
＝
順
序
を
追
っ
て
述
べ
る
、
序
文
、
は
し
が
き
。
え
ん焉
＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、
こ
れ
、

こ
こ
に
、
疑
問
反
語
に
意
を
表
す
。
た
け
な
わ
酣

＝
真
っ
盛
り
、
闌
。
ご碁
＝
囲
碁
。
し
ゅ
う

＝
口
ず
さ
む
。
が哦
＝
詠
む
、
詠
う
、
小
声
で
詠
ん
だ
り
詠
う
、
口
ず
さ
む
。
ち
ょ
う
ぜ
ん

暢
然
＝
の
び
る
、
長

く
な
る
、
伸
び
伸
び
す
る
、
文
章
や
言
語
な
ど
の
意
味
が
よ
く
通
じ
る
さ
ま
。
い
ぜ
ん

怡
然
＝
喜
ぶ
、
楽
し
む
、
和
ら
ぐ
さ
ま
。
ゆ
ゆ
ぜ
ん

由
々
然
＝
自
得
の
さ
ま
、
得
意
な
さ
ま
。
わ
が
と

吾
徒
＝
我
ら
、

我
が
仲
間
。
こ
こ茲
に
＝
こ
こ
に
。
か
い會
す
＝
会
合
。
ろ
う楼
＝
楼
閣
、
高
殿
。
い
っ
こ

一
壺
＝
一
つ
の
壺
。
い
ち
ば
ん

一
盤
＝
大
皿
、
お
盆
、
一
皿
。
う于
＝
こ
こ
に
、
こ
れ
、
発
辞
の
助
字
。
し
ょ
う
よ
う

逍
遙
＝
伸
び
伸

び
と
し
て
ま
ん
ぞ
く
し
た
さ
ま
。
さ
か
な
肴
＝
酒
の
さ
か
な
。
か
ん
い
ん

歓
飲
＝
歓
談
し
な
が
ら
飲
む
。
ら
く樂
＝
娯
楽
、
楽
し
み
。
し
ょ
こ
う

諸
公
＝
諸
君
、
皆
さ
ん
。
じ辞
＝
言
葉
。
は吐
き
＝
吐
露
、
云
う
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
、
と
し
て
も
、
確
定
の
助
字
。
え
ん
り
ん

園
林
＝
造
園
し
た
林
。
さ
く
さ
く

嘖
々
＝
鳥
の
鳴
く
声
、
喧
し
い
さ
ま
、
口
々
に
褒
め
そ
や
す
さ
ま
。
こ
う
せ
い

後
世
＝
後
の
世
、
後
年
。
こ
う
ぎ
ん

口
吟

＝
口
で
吟
じ
る
。
り
く
げ
い

六
藝
＝
士
の
六
種
の
教
養
科
目
、
礼
楽
、
射
禦
、
禦
は
馬
を
禦
す
の
意
、
書
、
教
。
ぶ
ん
じ
ん

文
人
＝
文
章
、
文
に
た
ず
さ
わ
る
人
。
う
か
つ

迂
闊
＝
回
り
く
ど
く
て
事
実
に
当
て

は
ま
ら
な
い
、
世
事
に
疎
い
、
う
っ
か
り
す
る
、
不
注
意
。
ひ
ろ披
げ
＝
披
露
、
広
げ
る
。
ひ
ゃ
っ
か

百
家
に
＝
多
く
の
学
者
、
沢
山
の
家
。
へ
ん編
＝
文
章
、
書
物
。
す
ま済
ず
＝
済
ま
な
い
、
申
し
訳
な

い
。
や耶
＝
や
、
か
の
疑
問
。
し
ん
げ
ん

信
言
＝
信
じ
て
言
う
、
実
の
言
葉
。
い
こ
く

異
國
＝
外
国
。
た
い
へ
い

太
平
＝
平
和
。
そ
う
こ
う

糟
糠
＝
酒
の
糟
と
米
糠
。
ら
ん
る

襤
褸
＝
ぼ
ろ
襤
褸
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
着
物
、
つ
ず
れ
。
い衣
＝
一

つ
の
着
物
、
衣
服
。
い
ち
ほ
う

一
飽
＝
飽
食
、
満
腹
、
飽
き
る
。
い
ち
だ
ん

一
暖
＝
暖
ま
る
。
ぶ
ん
ぼ
く

文
墨
＝
文
人
墨
客
。
ご娯
＝
娯
楽
、
楽
し
み
。
じ
ゅ

＝
浸
す
、
し
み
込
ま
せ
る
、
染
め
る
、
揉
む
。
か
ん翰
＝
筆
、

手
紙
、
書
簡
。
た
わ
む
れ
弄

＝
戯
れ
る
、
も
て
遊
ぶ
、
侮
る
、
弄
す
、
楽
し
む
。
え
ん
ぴ
つ

援
筆
＝
筆
を
と
っ
て
字
を
書
く
。
じ爾
＝
の
み
、
し
か
る
に
、
唯
そ
れ
だ
け
句
末
の
助
字
修
飾
語
に
そ
え
る

助
字
、
卒
爾
、
近
い
、
な
ん
じ
爾
。
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９

　
觀
海
樓
記

吾
公
。
嗣
世
之
三
年
。
立
学
右
文
。
民
之
疾
者
。
去
之
。
民
之
苦
者
。
除
之
。
於
是
。
風
移
俗
易
。
士
民
咸
和
。
乃
命
搆
樓
於
尾
津
海

濱
。
扁
曰
觀
海
。
命
臣
裕
作
文
以
記
之
。
夫
觀
海
之
樓
。
背
青
山
呑
蒼
海
。
遠
望
預
山
。
近
眺
仙
島
。
若
夫
汀
草
長
而
葺
々
。
渚
柳
秀

而
青
々
。
鷺

集
州
。
鳧
鴎
眠
沙
。
波
静
瀾
怙
。
海
色
如
黛
。
遠
翠
遥
青
。
帯
烟
横
靄
。
此
春
之
佳
者
也
。
蘆
花
如
雪
。
蒲
葉
戦
風
。

雨
霽
雲
盡
。
天
無
繊
翳
。
而
月
出
於
島
嶼
之
上
。
皎
然
照
波
。
珠
玉
一
面
。
玻

千
里
。
茫
々
乎
無
有
際
涯
。
此
秋
景
之
佳
者
也
。
其

他
。
時
換
景
變
。
奇
賞
百
出
。
不
可
具
状
。
公
政
務
之
暇
。
來
登
此
樓
。
焚
香
煮
茶
。
仰
而
望
。
俯
而
觀
。
其
樂
也
。
蓋
洋
々
焉
矣
。

夫
樂
亦
不
一
。
有
不
肖
者
之
樂
。
有
聖
賢
之
樂
。
昔
者
。
楚
王
登
強
臺
而
望
崩
山
。
其
樂
忌
死
。
遂
盟
強
臺
而
弗
登
。
曰
。
後
世
必
有

以
高
臺

池
其
亡
國
者
。
可
謂
能
知
所
戒
矣
。
雖
然
。
其
為
樂
也
。
獨
樂
其
樂
也
。
此
非
聖
賢
之
樂
也
。
孟
子
曰
。
文
王
以
民
力
。
為

臺
為
沼
。
而
民
歡
樂
之
。
謂
其
臺
。
曰
靈
臺
。
謂
其
沼
曰
靈
沼
。
樂
其
有
麋
鹿
魚
鼈
。
文
王
之
樂
。
與
民
同
之
也
。
此
聖
賢
之
樂
也
。

文
王
與
民
同
樂
。
是
以
自
樂
且
樂
。
而
民
亦
樂
其
樂
也
。
楚
王
夫
與
民
同
樂
。
是
以
自
樂
其
樂
。
而
民
夫
樂
其
樂
也
。
故
楚
王
弗
登
強

臺
。
而
。
無
益
於
民
。
文
王
為
靈
臺
。
而
民
歡
樂
之
也
。
由
此
觀
之
。
國
之
廢
興
存
亡
。
在
與
民
同
其
樂
與
不
耳
。
不
在
登
與
弗
登
也
。
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是
故
。
古
之
聖
王
。
無
不
與
民
同
其
樂
者
。
今
公
之
為
樂
也
。
其
亦
在
茲
歟
。
嘉
永
四
年
辛
亥
。
二
月
日
。
臣
裕
謹
撰
。

時
年
二
十
一

釈
文

か
ん
か
い
ろ
う
き

觀
海
樓
記

吾
公
し
せ
い

嗣
世
（
嗣
子
が
世
を
嗣
い
で
）

三
年
、
り
つ
が
く

立
学
う
ぶ
ん

右
文
（
学
問
を
重
ん
ず
る
）

民
の
や
ま
い
疾
は
之
れ
を
し
り
ぞ
去
け
、
民
の
苦
み
は
之
れ
を
除
き
、

是
れ
於
て
風
は
移
り
俗
は
易
し
士
民
は
み
な咸
和
し
て
す
な
わ
乃
ち
命
は
お
ず
尾
津
か
い
ひ
ん

海
濱
に
於
て
ろ
う樓
を
か
ま搆
え
ひ
ら
た
扁
く
曰
く
。
海
を
觀
て
し
ん臣

ゆ
う裕
に
文
を
作
る
こ
と
を
命
ず
以
て
之
を
記
す
。

そ
れ
海
觀
の
ろ
う樓
は
青
山
を
背
し
そ
う
か
い

蒼
海
を
の呑
み
、
遠
く
よ
ざ
ん

預
山
を
望
み
近
く
せ
ん
と
う

仙
島
を
眺
む
れ
ば
、
夫
れ
ち
ょ
う
そ
う

汀
草
長
く
し
て

じ
ょ
う
じ
ょ
う

葺
々
（
草
が
さ
か
ん
に
生
い
茂
っ
て
い
る
）

た
り
、
な
ぎ
さ
渚
の
柳
は
秀
い
い
で
て
青
々
た
り
、
ろ鷺
え
い

は
州
に
集
ま
り
て
ふ鳧
お
う鴎
は
す
な沙
に

眠
る
、
波
は
静
か
に
な
み
は
大
き
く
う
ね
り
、
か
い
し
ょ
く

海
色
は
ま
ゆ
ず
み
黛

の
如
く
遠
く
み
ど
り
翠
は
遥
か
に
青
く
、
け
む烟
り
帯
び
て
も
や靄
を
横

た
え
て
、
此
れ
春
の
佳
き
景
な
り
。
ろ蘆
か花
は
雪
の
如
く
ほ
よ
う

蒲
葉
は
風
に
お
の
の
戦
き
、
雨
は
は
れ霽
て
雲
は
盡
き
て
天
に
せ
ん
お
う

繊
翳
（
僅
か
な
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曇
も
無
し
）

な
し
。
而
て
月
於
て
と
う
し
ょ

島
嶼
の
上
に
出
る
。
こ
う
ぜ
ん

皎
然
と
波
を
照
す
。
し
ゅ
ぎ
ょ
く

珠
玉
一
面
。
は
り
玻

千
里
。
ぼ
う
ぼ
う

茫
々
と
さ
い
が
い

際
涯
有
や

無
し
。
此
の
秋
景
之
か佳
者
也
。
其
の
他
。
時
換
り
景
變
る
。
き
し
ょ
う

奇
賞
ひ
ゃ
く
し
ゅ
つ

百
出

。
ぐ
じ
ょ
う

具
状
可
ら
ず
。
公
政
務
の
暇
。
此
の
ろ
う樓
に

來
り
登
る
。
香
を
焚
き
茶
を
煮
。
仰
ぎ
而
て
望
む
。
ふ
し俯
て
而
て
觀
る
。
其
の
樂
也
。
け
だ
し
蓋
よ
う
よ
う

洋
々
矣
。
夫
れ
樂
亦
一
な
ら

ず
。
ふ
し
ょ
う

不
肖
の
者
之
樂
有
り
。
せ
い
け
ん

聖
賢
之
樂
有
り
。
昔
者
。
そ
お
う

楚
王
き
ょ
う
だ
い

強
臺
に
登
り
而
て
崩
山
を
望
む
。
其
の
樂
死
い忌
む
。
遂

に
き
ょ
う
だ
い

強
臺
に
め
い盟
而
て
登
ら
ず
。
曰
く
。
こ
う
せ
い

後
世
に
必
ず
こ
う
だ
い

高
臺
は
ち池
以
て
其
の
國
亡
ぶ
者
有
り
。
能
く
戒
む
所
知
る
謂
う
可

し
矣
。
然
り
と
い
え
ど
も
雖

。
其
の
樂
為
す
也
。
獨
り
其
の
樂
樂
也
。
此
の
せ
い
け
ん

聖
賢
の
樂
に
非
ら
ず
也
。
孟
子
曰
く
。
文
王
民
の

力
以
て
。
だ
い臺
為
す
沼
為
す
。
而
て
民
の
樂
之
歡
ぶ
。
其
の
だ
い臺
い謂
う
。
靈
臺
曰
く
。
其
の
沼
い謂
う
靈
沼
曰
く
。
其
の
び
ろ
く

麋
鹿

ぎ
ょ
べ
つ

魚
鼈
有
り
樂
。
文
王
の
樂
。
民
與
に
之
同
じ
也
。
此
の
せ
い
け
ん

聖
賢
の
樂
也
。
文
王
民
と
與
に
同
じ
樂
。
是
れ
以
て
自
且
つ
樂

樂
。
而
て
民
亦
其
の
樂
樂
也
。
楚
王
夫
れ
民
與
に
同
じ
樂
。
是
れ
以
て
自
其
の
樂
樂
。
而
て
民
夫
れ
其
の
樂
樂
也
。
故

に
そ
お
う

楚
王
き
ょ
う
だ
い

強
臺
に
登
ら
ず
。
而
て
。
於
て
民
益
無
し
。
文
王
れ
い
だ
い

靈
臺
為
す
。
而
て
民
樂
歡
ぶ
之
也
。
此
の
由
之
觀
る
。
國

の
は
い
こ
う

廢
興
そ
ん
ぼ
う

存
亡
。
民
と
も與
に
其
の
樂
同
な
ら
ず
と
も與
に
在
り
。
登
る
と
も與
に
在
ら
ず
登
ら
ず
也
。
是
れ
故
。
古
の
聖
王
。
其
の
樂

同
じ
民
與
に
あ
ら
ず
者
無
し
。
今
公
の
樂
為
す
也
。
其
の
亦
こ
こ茲
に
在
り
。
嘉
永
四
年
し
ん
い

辛
亥
。
二
月
日
。
し
ん
ゆ
う

臣
裕
き
ん
せ
ん

謹
撰
。
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時
年
二
十
一

語
釈
　
　
か
ん
か
い
ろ
う
き

觀
海
樓
記
＝
五
竹
が
藩
公
に
命
じ
ら
れ
て
記
し
た
。
し
せ
い

嗣
世
＝
世
を
継
い
で
。
り
つ
が
く

立
学
＝
学
問
を
広
め
奨
励
。
う
ぶ
ん

右
文
＝
学
問
を
尊
び
重
ん
じ
る
。
ふ
う
い

風
移
＝
風
俗
が
変
わ
り
。

ぞ
く
い

俗
易
＝
平
凡
、
な
み
に
な
り
易
い
。
か
ん
わ

咸
和
＝
皆
遍
く
和
ら
ぐ
。
だ
い乃
＝
汝
、
即
ち
、
其
処
で
。
ろ
う樓
＝
二
階
家
以
上
の
建
物
。
お
ず
尾
津
＝
地
名
。
か
い
ひ
ん

海
濱
＝
海
岸
、
海
辺
。
こ
う搆
＝
構
え
る
、
構

築
。
へ
ん扁
＝
扁
額
、
平
た
い
札
、
門
戸
に
か
け
る
札
。
し
ん臣
＝
家
臣
。
ゆ
た
か
裕
＝
五
竹
。
か
ん
か
い

觀
海
＝
海
を
観
る
。
そ
う
か
い

蒼
海
＝
青
い
海
。
ど
ん呑
＝
呑
む
。
よ
ざ
ん

預
山
＝
山
名
。
せ
ん
と
う

仙
島
＝
島
の
名
。
ち
ょ
う
そ
う

汀
草
＝
渚

に
生
え
る
草
。
じ
ょ
う
じ
ょ
う

葺
々

＝
草
が
盛
ん
に
生
え
る
さ
ま
。
ろ鷺
＝
さ
ぎ鷺
。
じ

＝
　
ふ鳧
＝
真
鴨
。
お
う鴎
＝
か
も
め
鴎
。
さ沙
＝
す
な沙
、
砂
。
ら
ん
こ

瀾
怙
＝
ら
ん瀾
、
大
波
、
こ怙
、
頼
る
、
宛
に
す
る
。
か
い
し
ょ
く

海
色
＝
海
の
色
。

ま
ゆ
ず
み
黛

＝
黒
。
す
い翠
＝
緑
。
え
ん烟
＝
け
む烟
り
、
煙
り
。
あ
い靄
＝
も
や靄
。
ろ蘆
＝
あ
し蘆
。
な
ぎ
さ
渚
＝
波
打
ち
際
、
砂
浜
。
せ
い霽
＝
雨
が
晴
れ
上
が
る
、
晴
れ
る
。
じ
ん盡
＝
尽
き
る
、
何
も
無
い
。
せ
ん
お
う

繊
翳
＝
僅
か
な
曇

り
。
と
う
し
ょ

島
嶼
＝
島
、
小
島
。
こ
う
ぜ
ん

皎
然
＝
色
の
白
さ
、
明
ら
か
な
さ
ま
。
は
り
玻

＝
七
宝
の
一
つ
、
水
晶
の
類
。
ぼ
う
ぼ
う

茫
々
＝
広
々
と
。
さ
い
が
い

際
涯
＝
最
果
て
、
限
り
な
く
。
か佳
＝
佳
い
。
き
し
ょ
う

奇
賞
＝
珍
し

さ
、
不
思
議
さ
を
褒
め
る
。
ひ
ゃ
く
し
ゅ
つ

百
出

＝
沢
山
出
る
。
し
ゅ
ぎ
ょ
く

珠
玉
＝
朱
色
の
玉
。
ぐ
じ
ょ
う

具
状
＝
具
体
的
な
状
況
。
ふ
し俯
て
＝
伏
し
て
。
け
だ
し
蓋
＝
お
も
う
に
、
こ
れ
、
な
ん
ぞ
。
よ
う
よ
う

洋
々
＝
広
々
と
。
ふ
し
ょ
う

不
肖

＝
賢
く
な
い
、
愚
か
、
父
祖
に
似
な
い
の
意
、
謙
遜
の
自
称
。
せ
い
け
ん

聖
賢
＝
聖
人
と
賢
者
。
そ
お
う

楚
王
＝
楚
の
國
の
王
。
き
ょ
う
だ
い

強
臺
＝
物
見
櫓
。
こ
う
せ
い

後
世
＝
後
の
世
。
こ
う
だ
い

高
臺
＝
物
見
櫓
。
は
ち池
＝
た

め
池
。
い忌
む
＝
人
の
感
情
を
害
す
る
、
嫌
う
。
め
い盟
＝
盟
約
、
約
束
、
誓
う
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
、
こ
れ
。
だ
い臺
＝
台
。
び
ろ
く

麋
鹿
＝
ト
ナ
カ
イ
と
鹿
、
野
卑
な
人
。
ぎ
ょ
べ
つ

魚
鼈
＝
魚
と

ス
ッ
ポ
ン
。
れ
い
だ
い

靈
臺
＝
魂
の
在
る
所
、
周
代
、
天
文
、
気
象
の
観
測
に
用
い
た
物
見
台
。
は
い
こ
う

廢
興
＝
國
の
興
る
か
廃
止
か
。
そ
ん
ぼ
う

存
亡
＝
存
在
か
滅
亡
か
。
と
も與
に
＝
共
に
。
し
ん
い

辛
亥
＝
嘉
永
四
年
、

一
八
五
一
。
し
ん
ゆ
た
か

臣
裕
＝
家
臣
南
部
裕
。
き
ん
せ
ん

謹
撰
＝
謹
ん
で
撰
、
選
び
記
録
す
る
。
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１
０
　

阿
琴
墓
誌
銘

姉
諱
阿
琴
。
幼
而
慧
敏
。
天
資
絶
俗
。

釆
清
麗
。
肌
膚
晢
白
。
世
人
稱
為
秋
水
之
白
蓮
。
十
歳
喪
親
。
為
姑
所
養
。
姑
親
教
女
巧
。

一
見
便
能
之
。
雖
老
婦
不
能
及
焉
。
紡
績
之
暇
。
姑
自
教
讀
書
。
一
見
不
復
忘
。
年
才
十
有
四
。
讀
佛
經
。
有
省
覺
人
生
如
幻
。
深
歸

佛
乗
。
一
日
持
阿
彌
陀
經
一
巻
。
及
観
音
經
一
巻
。
至
邑
妙
覺
院
。
乞
僧
。
僧
見
其
妙
齢
。
驚
嘆
曰
。
娘
子
妙
齢
歸
道
。
成
佛
曷
疑
。

既
而
晨
昏
誦
經
。
念
佛
不
己
。
姑
戒
之
曰
。
汝
年
猶
少
。
今
非
念
佛
之
時
。
待
老
大
而
後
為
之
可
矣
。
姉
曰
。
人
生
無
常
。
此
身
如
朝

露
。
朝
難
料
夕
姑
何
出
此
言
耶
。
姑
服
其
言
。
亦
不
奪
其
志
。
爾
後
誓
曰
。
念
佛
必
至
百
萬
。
及
至
卒
日
。
遂
滿
數
。
某
月
日
遘
疾
。

越
九
月
九
日
。
疾
愈
篤
。
自
知
其
死
。
念
佛
不
絶
。

息
將
絶
。
西
向
瞑
目
。
手
頻
屈
指
。
口
猶
喃
々
。

耳
聽
之
。
呼
阿
彌
之
聲
。

嫋
々
不
絶
如
縷
。
姑
問
屈
指
何
事
。
曰
以
代
念
珠
耳
。
言
畢
宛
然
而
逝
矣
。
嗚
乎
哀
哉
。
年
才
十
有
七
矣
。

于
正
覺
寺
先
塋
。
嗚
乎

世
有
不
幸
如
予
者
耶
。
四
歳
喪
考
。
五
歳
喪
妣
。
亡
何
亦
喪
姉
矣
。
嗟
乎
何
其
不
幸
之
甚
也
。
俯
仰
今
昔
。
不
堪
泣
血
之
漣
如
也
。
攬

泣
銘
之
曰
。

父
兮
。
母
兮
。
先
汝
逝
矣
。

兮
。
姉
兮
。
先
吾
逝
矣
。
人
匪
金
石
卒
其
逝
矣
。
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此
篇
係
二
十
三
四
歳
作

匪
蹈
襲
。
匪
鑿
空
。 

々
廿
四
字
。
自
心
肺
流
出
。
盡
骨
肉
死
生
。
無
窮
之
感
使
讀
者
不
覺
泣
下
。

釈
文

あ
こ
と

阿
琴
ぼ
し
墓
誌
め
い銘

姉
の
い
み
な
諱
は
阿
こ
と琴
。
幼
な
く
し
て
け
い
び
ん

慧
敏
（
聡
く
賢
い
）
て
ん
し

天
資
（
生
ま
れ
つ
き
天
が
人
に

授
け
た
性
質
）
ぜ
つ
ぞ
く

絶
俗
（
俗
、
人
と
は
異
な
る
）
ほ
う
さ
い釆
は
清
ら
か
に
し
て
麗
し
く
き
ひ
肌
膚
は
せ
つ
は
く

晢
白
（
星
の
ご
と
く
、
ま
た
白
く
）
。
世
の
人
は
し
ゅ
う
す
い

秋
水

の
び
ゃ
く
れ
ん

白
蓮
を
為
す
と
稱
す
。
十
歳
に
親
を
う
し
な
喪
い
こ姑
（
叔
母
）

養
い
為
す
所
。
こ姑
親
か
ら
じ
ょ
こ
う

女
巧
（
機
織
り
裁
縫
）

を
教
る
。
一
見
し

て
す
な
わ
便
ち
能
く
し
て
。
老
婦
と
い
え
ど
雖
も
能
く
に
及
ば
ず
。
ぼ
う
せ
き

紡
績
の
い
と
ま
暇
に
こ姑
自
ら
讀
書
を
教
え
。
一
見
し
て
復
た
忘
れ
ず
。

十
四
歳
で
佛
經
を
讀
み
。
人
生
幻
の
如
く
有
り
と
覺
り
。
深
く
ぶ
つ
じ
ょ
う

佛
乗
に
き歸
し
。
一
日
あ
み
だ
き
ょ
う

阿
彌
陀
經
一
巻
及
び
か
ん
の
ん
き
ょ
う

観
音
經
一

巻
を
持
ち
、
む
ら邑
の
み
ょ
う
が
く
い
ん

妙
覺
院
に
至
り
て
。
僧
の
く
ん
こ

訓
詁
を
乞
う
。
僧
は
其
の
み
ょ
う
れ
い

妙
齢
を
見
て
き
ょ
う
た
ん

驚
嘆
し
て
曰
う
。
ろ
う
し

娘
子
み
ょ
う
れ
い

妙
齢

に
し
て
道
に
歸
す
。
じ
ょ
う
ぶ
つ

成
佛
は
な
ん曷
ぞ
疑
わ
ん
。
既
に
し
て
し
ん晨
こ
ん昏
（
朝
に
夕
に
）
經
を
と
な誦
え
て
、
ね
ん
ぶ
つ

念
佛
を
や巳
め
ず
。
こ姑
は
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之
を
い
ま
し
め
戒

て
曰
う
。
な
ん
じ
汝
の
年
は
猶
お
わ
か少
く
。
今
か
ら
ね
ん
ぶ
つ

念
佛
の
時
に
非
ら
ず
。
ろ
う
だ
い

老
大
を
待
っ
て
然
る
後
に
之
を
為
す
可

し
。
姉
は
曰
う
。
じ
ん
せ
い

人
生
む
じ
ょ
う

無
常
此
の
身
は
朝
露
の
如
し
。
あ
し
た
朝
に
ゆ
う
べ
夕
を
料
り
難
し
こ姑
は
此
の
こ
と
ば
言
に
何
に
も
出
せ
ず
、
其

の
こ
と
ば
言
に
し
た
が
服
う
。
亦
其
の
志
を
奪
わ
ず
。
じ
ご
爾
後
誓
っ
て
曰
う
。
念
佛
は
必
ず
百
萬
に
至
る
。
そ
つ
じ
つ

卒
日
（
死
ぬ
日
）

に
至
る
に
及

び
。
遂
に
數
を
滿
し
。
某
月
日
や
ま
い
疾
に
あ遘
い
九
月
九
日
越
し
て
や
ま
い
疾
い
よ
い
愈
よ
あ
つ篤
く
（
病
気
が
重
く
な
り
）
。
自
か
ら
其
の
死
を
知
り
。

念
佛
は
絶
え
ず
。
息
は
將
に
絶
え
ん
と
す
す
に
。
お
よ

ぶ
も
西
向
め
い
も
く

瞑
目
手
は
し
き
り
頻
に
指
を
屈
す
。
口
は
な猶
お
な
ん
な
ん

喃
々
（
口
数
多
く
）

耳
に
ね
ん
ご
ろ

に
し
て
之
を
き聽
く
。
あ
み
阿
彌
を
呼
ぶ
聲
は
じ
ょ
う
じ
ょ
う

嫋
々
（
音
声
が
弱
々
し
く
声
が
細
く
長
く
途
切
れ
な
い
）

絶
え
ず
い
と縷
（
細
々
と
述
べ
る
）

の
如
し
。
こ姑
は
指
を
屈
し
て
何
事
か
と
問
う
に
曰
う
、
以
て
ね
ん
じ
ゅ

念
珠
に
代
り
て
の
こ
と
ば
言
で
え
ん
ぜ
ん

宛
然
（
恰
も
丁
度
）
ゆ逝
く
。
あ
あ
嗚
乎
。

哀
し
い
か
な
。
年
十
七
歳
に
し
て
こ
こ
し
ょ
う
が
く
じ

正
覺
寺
の
せ
ん
え
い

先
塋
に
ふ

す
。
あ
あ
嗚
乎
。
世
に
不
幸
有
り
わ
れ予
如
き
は
四
歳
で
こ
う考
を
う
し
な
喪

い
五
歳
で
ひ妣
（
女
兄
弟
の
中
の
長
女
）

を
う
し
な
喪
い
。
何
ん
で
ほ
ろ
ぼ
亡
す
亦
姉
を
う
し
な
喪
う
。
あ
あ
嗟
乎
何
ん
で
其
の
不
幸
の
甚
だ
し
さ
。
ふ俯
し

て
こ
ん
じ
ゃ
く

今
昔
を
仰
ぎ
。
泣
血
は
さ
ざ
な
み
漣

の
如
く
に
堪
え
ず
。
泣
い
て
ら
ん攬
（
引
き
取
る
）

し
之
を
銘
し
て
曰
う
。

父
や
母
や
。
汝
は
い
そ先
い
で
逝
く
。

や
姉
よ
。
わ
れ吾
に
い
そ先
い
で
ゆ逝
く
。
人
は
き
ん
せ
き

金
石
に
あ
ら匪
ら
ず
卒
し
て
ゆ逝
く
。

と
う
し
ゅ
う

蹈
襲
に
あ
ら匪
ず
（
常
道
を
行
い
古
い
し
き
た
り
に
従
う
の
で
は
な
い
）
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さ
く
く
う

鑿
空
に
あ
ら匪
ず
（
新
し
く
道
を
切
り
開
く
の
で
も
な
い
）

き
ん
き
ん々
廿
四
文
字
〔
前
行
の
原
文
「
父
兮
母
兮

兮
姉
兮
先
吾
逝
矣
人
匪
金
石
卒
其
逝
矣
」
を
云
う
。
し
ん
ぱ
い

心
肺
よ
り
流
れ
出

る
。
こ
つ
に
く

骨
肉
の
し
せ
い

死
生
に
盡
き
て
。
き
わ
ま
窮
り
無
き
を
之
れ
感
ず
。
讀
む
者
を
し使
て
覺
え
ず
泣
き
下
る
。

此
篇
二
十
三
、
四
歳

語
釈
　
　
あ
こ
と

阿
琴
＝
五
竹
の
姉
。
ぼ
し
め
い

墓
誌
銘
＝
死
者
の
生
前
の
徳
行
、
こ
う
せ
き
な
ど
を
金
石
に
記
し
た
文
章
、
可
化
に
埋
め
る
も
の
を
墓
誌
と
い
い
、
墓
誌
の
終
わ
り
に
付
け
ら

れ
た
韻
文
を
銘
と
い
う
。
き諱
＝
忌
み
名
、
忌
む
、
嫌
う
、
口
に
す
る
の
を
嫌
う
、
か
く
し
て
云
わ
な
い
、
憚
る
、
懼
れ
る
、
戒
名
。
せ
い
び
ん

慧
敏
＝
聡
い
、
賢
い
、
聡
く
知
恵
が
あ
る
。

て
ん
し

天
資
＝
天
分
の
資
質
。
ぜ
つ
ぞ
く

絶
俗
＝
俗
に
は
な
い
。
ほ
う
さ
い釆
＝
姿
、
美
し
い
姿
。
せ
い
れ
い

清
麗
＝
清
く
麗
し
い
。
き
ひ
肌
膚
＝
肌
と
皮
膚
。
せ
つ
は
く

晢
白
＝
明
ら
か
に
白
い
、
明
る
い
、
賢
い
。
せ
じ
ん

世
人
＝
世
間
の

人
。
し
ゅ
う
す
い

秋
水
＝
秋
の
澄
き
っ
た
水
、
全
て
清
ら
か
な
物
の
た
と
え
、
人
の
心
、
研
ぎ
す
ま
し
た
刀
剣
。
び
ゃ
く
れ
ん

白
蓮
＝
白
い
蓮
の
花
。
そ
う喪
＝
喪
う
、
死
ぬ
。
こ姑
＝
伯
母
、
叔
母
。
じ
ょ
こ
う

女
巧
＝
裁

縫
、
炊
事
な
ど
女
の
仕
事
と
さ
れ
て
居
た
物
全
て
。
ぼ
う
せ
き

紡
績
＝
糸
を
紡
ぐ
。
ぶ
つ
じ
ょ
う

佛
乗
＝
　
き歸
す
＝
帰
依
。
あ
み
だ
き
ょ
う

阿
彌
陀
經
＝
無
量
の
意
、
慈
悲
深
い
如
来
の
名
浄
土
宗
、
真
宗
の
お
経
。

か
ん
の
ん
き
ょ
う

観
音
經
＝
菩
薩
の
一
つ
慈
悲
の
化
身
と
い
わ
れ
、
ぼ
さ
つ
の
う
ち
最
も
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
、
阿
弥
陀
如
来
の
左
脇
士
、
の
お
経
。
ゆ
う邑
＝
村
、
里
。
み
ょ
う
が
く
い
ん

妙
覺
院
＝
寺
名
。
く
ん
こ

訓
詁
＝

文
字
の
昔
の
意
味
の
解
釈
、
古
訓
。
み
ょ
う
れ
い

妙
齢
＝
若
い
年
頃
、
う
ら
若
い
。
き
ょ
う
た
ん

驚
嘆
＝
驚
き
嘆
息
す
る
。
じ
ょ
う
ぶ
つ

成
佛
＝
佛
に
成
る
。
か
つ曷
＝
間
違
い
無
し
。
し
ん晨
＝
あ
し
た
、
早
朝
。
こ
ん昏
＝
黄
昏
、

日
暮
れ
。
し
ょ
う
誦
＝
唱
え
る
。
ね
ん
ぶ
つ

念
佛
＝
佛
を
念
じ
る
、
波
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
る
こ
と
を
唱
名
念
仏
と
い
い
、
正
座
し
て
佛
の
姿
を
念
じ
思
い
浮
か
べ
る
の
を
観
想
ね
ん
ぶ
つ
と
い
い
、

佛
の
本
質
の
理
を
観
じ
る
の
を
實
相
念
仏
と
い
う
。
い
ま
し
め
戒

＝
諭
す
、
訓
戒
。
な
ん
じ
汝
＝
お
前
、
そ
な
た
。
い
え
ど
も
雖

＝
思
う
に
。
ろ
う
し

娘
子
＝
娘
の
子
。
じ
ん
せ
い

人
生
＝
人
と
し
て
こ
の
世
に
活
き
る
こ

と
、
人
の
一
生
。
む
じ
ょ
う

無
常
＝
定
め
が
な
い
、
人
生
の
儚
い
こ
と
。
ち
ょ
う
な
ん

朝
難
＝
朝
病
に
つ
き
。
ゆ
う
り
ょ
う

夕
料
＝
夕
べ
に
死
す
。
ろ
う
だ
い

老
大
＝
大
人
老
人
に
な
り
。
じ
ご
爾
後
＝
そ
の
後
。
か
ず
み
た

數
滿
す
＝
満
願
。
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し
つ
こ
う

疾
遘
＝
病
に
遭
う
、
ま
み
え
る
。
し
つ疾
＝
疾
病
。
ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。
と
く篤
＝
重
い
、
重
態
、
危
篤
。
た
い

＝
及
ぶ
、
至
る
、
ま
で
、
願
う
。
め
い
も
く

瞑
目
＝
目
を
瞑
る
。
し
き
り
頻
に
＝
頻
繁
に
。

な
お猶
＝
未
だ
。
な
ん
な
ん

喃
々
＝
く
ど
く
ど
話
す
、
く
ど
く
ど
喋
る
。
き

＝
懇
ろ
に
、
長
く
、
長
い
。
あ
み
阿
彌
＝
阿
弥
陀
。
じ
ょ
う
じ
ょ
う

嫋
々

＝
風
が
そ
よ
ぐ
、
し
な
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。
る縷
＝
糸
筋
、
糸

す
じ
の
よ
う
に
細
長
い
、
つ
ず
れ
、
詳
し
い
。
ね
ん
じ
ゅ

念
珠
＝
数
珠
。
ひ
つ畢
＝
終
わ
る
。
ゆ逝
く
＝
逝
去
。
し
ょ
う
が
く
じ

正
覺
寺
＝
あ
こ
と

阿
琴
の
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
。
せ
ん
え
い

先
塋
＝
先
祖
の
墓
。
ふ

＝
会
わ
せ
ま
つ
る
、

先
祖
の
墓
に
子
孫
と
合
祀
す
る
。
そ
う喪
＝
喪
う
、
死
ぬ
。
さ嗟
乎
＝
感
嘆
ま
た
は
嘆
き
悲
し
む
声
。
あ
あ
嗚
乎
＝
感
嘆
詞
。
こ
う考
＝
父
、
亡
父
。
ひ妣
＝
母
、
亡
母
。
ふ俯
「
伏
せ
る
、
伏
し
て
。
れ
ん漣

＝
大
波
、
さ
ざ
波
、
涙
を
流
す
さ
ま
。
き
ゅ
う
ら
ん

泣
攬
＝
泣
き
取
り
集
め
る
、
引
き
取
る
。
し

＝
上
の
姉
の
こ
と
。
け
い兮
＝
主
語
や
文
の
後
に
つ
け
て
感
嘆
や
強
調
の
語
気
を
現
す
助
字
、
訓

読
に
は
普
通
読
ま
な
い
。
き
ん
せ
き

金
石
＝
金
属
と
意
志
、
鐘
鼎
と
石
碑
。
ひ匪
＝
は
こ
、
非
ず
、
彩
の
あ
る
さ
ま
。
と
う
し
ゅ
う

蹈
襲
＝
古
い
し
き
た
り
に
そ
の
ま
ま
従
う
、
従
来
の
決
ま
り
を
堅
く
守

る
。
さ
く
く
う

鑿
空
＝
空
の
穴
の
意
、
空
に
穴
を
明
け
る
。
し
ん
ぱ
い

心
肺
＝
心
臓
と
肺
。
こ
つ
に
く

骨
肉
＝
骨
と
肉
、
肉
親
、
親
兄
弟
。
し
せ
い

死
生
＝
生
と
死
。
き
わ
ま
窮
る
＝
尽
き
る
。
き
ゅ
う
か

泣
下
＝
泣
き
崩
れ
る
。

き
ん
き
ん々
＝
ほ
ん
の
僅
か
。
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１
１
　

都
家
寓
居
記

若
水
先
生
。
宅
之
西
南
隅
。
有
一
茅
屋
。
甚
小
。
室
僅
容
膝
。
壬
子
秋
。
余

而
寓
焉
。
室
之
東
北
。
為
農
家
隔
籬
見
黄
菜
青
麥
。
居

然
有
郊
野
之
趣
。
西
南
則
錦
屏
山
。
蒼
然
出
于
槿
籬
之
上
。
使
人
有
塵
外
之
想
也
。
籬
旁
有
三
櫻
樹
。
其
一
。
花
大
而
竊
黄
。
其
一
花

而
小
而
白
。
其
一
。
花
極
大
。
白
而
帯
紅
。
千
瓣
下
垂
。
光
彩
照
人
。
最
可
愛
也
。
一
日
置
酒
。
招
先
生
。
時
櫻
花
盛
開
。
酒
酣
。
先

生
指
花
告
余
曰
。
是
吾
九
華
翁
所
愛
也
。
毎
花
開
。
翁
輙
來
觀
之
。
吟
詠
樹
下
。
低
徊
不
忍
去
。
今
年
花
則
有
。
而
人
則
亡
矣
。
言
畢

潜
然
。
蓋
九
華
翁
。
為
先
生
之
親
友
。
甚
愛
櫻
花
。
嘗
著
櫻
話
一
巻
。
而
以
客
冬
下
世
云
。
余
乃
謂
先
生
曰
。
人
生
聚
散
悲
歡
。
亦
何

常
之
有
。
余
幼
而
失

。
貧
窶
不
能
自
給
。
遂
賣
廬
。
巳
亥
寓
于
松
氏
之
室
。
壬
寅
寓
于
桂
氏
之
室
。
壬
子
秋
。
遂
來
寓
于
此
。
屈
指

忽
己
二
年
矣
。
向
之
來
時
。
萎
然
而
枯
者
。
今
皆
欣
然
而
榮
矣
。
蕭
然
而
黄
者
今
皆

然
而
華
矣
。
萬
物
得
時
。
莫
不
發
榮
滋
長
。
而

余
則
瓢
飲
箪
食
。
貧
困
如
舊
。
一
琴
一
書
。
依
然
故
吾
也
。
嗚
乎
。
余
十
餘
年
間
。
三
遷
其
居
。
而
貧
困
如
舊
。
則
自
今
以
往
。
漂
泊

無
所
底
止
。
未
知
明
年
又
在
何
處
。
此
花
可
得
復
見
乎
否
。
相
視
愴
然
。
遂
酌
及

而
別
。
余
有
感
于
身
世
。
遂
録
酒
間
語
。
以
為
寓

居
記
。
時
嘉
永
六
年
癸
丑
。
春
三
月
初
五
也
。
時
年
二
十
三
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釈
文

都
家
ぐ
う
き
ょ

寓
居
の
記
（

つ
し
み

都
志
見
家
に
仮
住
ま
い
の
記
）

じ
ゃ
く
す
い

若
水
先
生
宅
の
西
南
の
隅
一
茅
屋
が
有
り
。
甚
だ
小
さ
く
室
は
僅
か
に
膝
を
い容
る
。
じ
ん
し

壬
子
の
秋
余
は
か

り
て
よ寓
す
室

の
東
北
は
、
、
か
き
ね
籬
を
隔
て
て
農
家
を
為
し
な
の
は
な

黄
菜
せ
い
ば
く

青
麥
を
見
る
。
そ
の
ま
ま

居
然
り
ま
ち
は
ず
れ

郊
野
の
趣
有
り
。
西
南
は
き
ん
ぺ
い

錦
屏
ざ
ん山
そ
う
ぜ
ん

蒼
然
と
し

て
か
ん干
き
ん槿
（
沢
山
の
む
く
げ

木
槿
）
か
き
ね
籬
の
上
を
出
る
。
じ
ん
が
い

塵
外
の
想
い
有
り
を
人
に
感
じ
さ
せ
る
。
か
き
ね
籬
の
か
た
わ
旁
ら
に
三
櫻
樹
有
り
、
其
の

一
つ
、
花
は
大
に
し
て
ひ
そ
か
竊
に
黄
色
、
其
の
一
花
は
小
に
し
て
白
な
り
。
其
の
一
つ
花
は
極
て
大
き
く
白
に
し
て
紅
を

帯
る
。
せ
ん
べ
ん

千
瓣
垂
れ
下
り
、
こ
う
さ
い

光
彩
照
り
人
は
最
も
愛
す
可
し
。
一
日
酒
を
置
き
先
生
を
招
く
、
時
に
櫻
花
は
せ
い
か
い

盛
開
に
し
て

酒
は
た
け
な
わ
酣

な
り
、
先
生
花
を
指
し
余
に
告
げ
て
曰
く
、
是
れ
吾
れ
き
ゅ
う
か

九
華
お
う翁
の
愛
す
所
な
り
。
花
が
開
く
毎
に
お
う翁
は
ち
ょ
う
輙
ら
い來

し
て
之
れ
を
觀
る
。
じ
ゅ
か

樹
下
で
ぎ
ん
え
い

吟
詠
て
い
か
い

低
徊
し
て
去
を
忍
び
ず
。
今
年
の
花
は
則
ち
有
り
て
人
は
則
ち
亡
し
な
り
。
言
い
お畢

え
て
せ
ん
ぜ
ん

潜
然
た
り
き
ゅ
う
か

九
華
お
う翁
は
先
生
の
親
友
を
為
す
。
甚
だ
櫻
花
を
愛
し
か
っ嘗
て
櫻
話
一
巻
を
著
す
。
客
冬
以
て
下
世
し
て
云

う
。
余
は
そ
こ
で
先
生
に
謂
い
曰
く
、
人
生
は
し
ゅ
う
さ
ん

聚
散
ひ
か
ん

悲
歡
に
し
て
亦
た
何
ん
ぞ
常
に
之
れ
有
り
。
余
は
幼
く
し
て
こ

を
失
う
。
ひ
ん
ろ
う

貧
窶
に
し
て
自
給
を
能
は
ず
。
遂
に
ろ廬
を
賣
り
。
き
が
い

巳
亥
に
松
氏
の
室
に
ぐ
う寓
す
。
じ
ん
い
ん

壬
寅
に
桂
氏
の
室
に
ぐ
う寓
す
。
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じ
ん
し

壬
子
の
秋
遂
に
此
れ
來
り
ぐ
う寓
す
。
指
を
屈
す
こ
と
忽
ち
己
に
二
年
な
り
。
向
い
の
來
る
時
、
い
ぜ
ん

萎
然
と
し
て
か枯
れ
、
今
は

皆
き
ん
ぜ
ん

欣
然
と
し
て
榮
る
な
り
。
し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
と
し
て
黄
は
そ
れ
今
皆
よ
う
ぜ
ん然
と
し
て
華
な
り
。
萬
物
は
時
を
得
て
榮
え
て
じ滋
長
を

發
せ
ず
莫
れ
。
余
は
則
ち
ひ
ょ
う
い
ん

瓢
飲
た
ん
し
ょ
う

箪
食
し
て
、
貧
困
む
か
し
舊
の
如
し
。
一
琴
一
書
は
依
然
と
し
て
故
に
吾
な
り
。
嗚
乎
。

余
は
十
餘
年
間
其
の
居
を
三
遷
す
。
ひ
ん
こ
ん

貧
困
は
き
ゅ
う
舊
の
如
し
。
則
ち
今
よ
り
以
て
往
く
、
ひ
ょ
う
は
く

漂
泊
は
底
止
る
所
無
し
。
明
年

又
た
何
處
に
在
る
や
未
だ
知
ら
ず
。
此
の
花
ま復
た
見
得
可
し
や
否
や
。
相
視
る
そ
う
ぜ
ん

愴
然 

と
し
て
遂
に
酌
み
く
れ

に
及
び
て
別

れ
る
。
余
の
身
は
世
に
感
ず
有
り
。
遂
に
酒
間
の
語
を
録
し
以
て
寓
居
の
記
を
為
す
。
時
に
嘉
永
六
年
き
ち
ゅ
う

癸
丑
。
春
三
月

初
五
な
り
。
時
年
二
十
三

語
釈
　
　
都
家
ぐ
う
き
ょ

寓
居
記
＝

つ
し
み

都
志
見
家
に
仮
住
ま
い
の
記
。
じ
ゃ
く
す
い

若
水
先
生
＝

つ
し
み

都
志
見
じ
ゃ
く
す
い

若
水
。
じ
ん
し

壬
子
＝
嘉
永
五
年
一
八
五
二
。
し
ゅ
う

＝
雇
う
、
雇
わ
れ
る
、
借
り
る
。
ぐ
う寓
＝
宿
る
、

仮
住
ま
い
、
身
を
寄
せ
る
。
り籬
＝
生
け
垣
。
こ
う
さ
い

黄
菜
＝
黄
色
の
野
菜
。
せ
い
ば
く

青
麥
＝
青
い
麦
。
き
ょ居
然
＝
居
な
が
ら
に
し
て
。
こ
う
や

郊
野
の
趣
＝
郊
外
の
野
の
さ
ま
。
き
ん
ぺ
い
ざ
ん

錦
屏
山
＝
紅
葉
で
錦
の
屏
風

を
巡
ら
し
た
よ
う
な
山
。
そ
う
ぜ
ん

蒼
然
＝
青
々
と
し
た
さ
ま
。
き
ん槿
り籬
＝
木
槿
の
生
け
垣
。
き
ん槿
＝
む
く
げ

木
槿
、
葵
科
の
落
葉
低
木
、
夏
秋
に
一
重
又
は
八
重
の
紅
紫
色
、
ま
た
は
白
色
の
花
を
開
く
。

じ
ん
じ
ん

人
塵
＝
人
間
の
煩
わ
し
さ
。
ぼ
う旁
＝
傍
ら
に
、
側
に
。
せ
つ竊
＝
密
か
に
。
せ
ん
べ
ん

千
瓣
＝
千
の
花
弁
、
沢
山
の
。
か
す
い

下
垂
＝
。
下
に
垂
れ
下
が
る
。
こ
う
さ
い

光
彩
＝
光
鮮
や
か
に
、
彩
り
。
せ
い
か
い

盛
開
＝
満
開
。

た
け
な
わ
酣

＝
酣
、
酒
を
飲
ん
で
楽
し
む
、
酒
宴
の
さ
な
か
真
っ
盛
り
。
き
ゅ
う
か

九
華
お
う翁
＝
玉
乃
き
ゅ
う
か

九
華
、
藩
校
養
老
館
教
授
、
五
竹
の
師
。
じ
ゅ
か

樹
下
＝
櫻
樹
の
下
。
ぎ
ん
え
い

吟
詠
＝
詩
を
吟
じ
詠
む
。
て
い
か
い

低
徊
＝

あ
ち
こ
ち
行
き
来
し
て
あ
た
り
を
み
ま
わ
す
、
彷
徨
う
、
立
ち
去
り
難
く
歩
き
回
る
。
ひ
つ畢
＝
終
わ
り
、
尽
く
す
。
せ
ん
ぜ
ん

潜
然
＝
密
や
か
な
さ
ま
、
心
を
静
か
に
落
ち
着
か
せ
る
。
け
だ
し
蓋
＝
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思
う
に
、
む
し
ろ
、
な
ん
ぞ
。
ち
ょ
う
ら
い

輙
來
＝
即
ち
何
時
で
も
直
ぐ
来
る
。
か
っ嘗
て
＝
試
み
る
、
こ
れ
ま
で
に
。
し
ゅ
う
さ
ん

聚
散
＝
集
ま
っ
た
り
散
る
。
ひ
か
ん

悲
歡
＝
悲
し
ん
だ
り
喜
ん
だ
り
。
ひ
ん
ろ
う

貧
窶
＝
貧

し
い
こ
と
が
屡
々
。
ろ廬
＝
家
。
き
が
い

巳
亥
＝
天
保
十
年
、
一
八
三
九
。
い
ぜ
ん

萎
然
＝
悄
然
と
萎
れ
た
さ
ま
。
ひ
ん
こ
ん

貧
困
＝
貧
し
く
困
窮
。
き
ゅ
う
舊
＝
昔
の
よ
う
に
、
旧
。
こ枯
者
＝
枯
れ
る
、
落
ち
ぶ
れ

る
。
き
ん
ぜ
ん

欣
然
＝
欣
快
、
喜
ぶ
さ
ま
。
し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
＝
ひ
っ
そ
り
と
物
寂
し
い
さ
ま
。
よ
う
ぜ
ん然
＝
輝
く
、
輝
か
し
い
さ
ま
。
え
い
じ

榮
滋
＝
益
々
栄
え
る
。
ひ
ょ
う
い
ん

瓢
飲
た
ん
し
ょ
く

箪
食
＝
ひ
ょ
う
い
ん

瓢
飲
食
、
一
た
ん
し
ょ
く

箪
食
、
一
ひ
ょ
う
い
ん

瓢
飲
、

云
々
在
り
。
瓢
＝
酒
や
水
を
入
れ
る
も
の
、
ひ
さ
ご
。
箪
＝
竹
で
編
ん
だ
飯
櫃
。
ひ
ょ
う
は
く

漂
泊
＝
あ
ち
こ
ち
と
漂
い
泊
ま
る
。
そ
う
ぜ
ん

愴
然
＝
悲
し
み
傷
む
さ
ま
。
ほ

＝
夕
方
、
日
暮
れ
、
夕
飯

を
食
べ
る
頃
。
癸
丑
＝
嘉
永
六
年
、
一
八
五
三
。
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１
２
　

野
翁
采
風
蘭
圖

上
有
岸
々
千
丈
之
長
松
。
下
有
溟
々
萬
仞
之
深
淵
。
中
則
巉
巖
峭
壁
。
不
知
其
幾
十
尋
也
。
而
風
蘭
生
焉
。
有
一
翁
。
被
褐
腰
籃
。
縄

于
松
根
。
垂
縄
于
絶
壁
而
下
。
如
欲
采
風
蘭
者
。
嗚
乎
亦
危
矣
哉
。
翁
之
命
。
懸
于
一
條
之
縄
。
一
失
手
足
。
則
骨
且
弗
可
索
矣
。
太

史
公
曰
。
天
下
穣
々
。
為
利
往
。
信
哉
。
翁
之
采
風
蘭
。
足
以
纔
糊
口
。
而
不
顧
其
身
之
危
。
一
何
至
此
也
。
然
以
余
觀
之
。
翁
其
有

未
可
笑
者
乎
。
煬
帝
之
被
弑
。
豈
興
于
徒
都
之
日
耶
。
明
皇
之
蒙
塵
。
豈
始
于
郎
當
之
時
耶
。
自
達
人
觀
之
。
沈
香
看
花
之
時
。
蜀
道

之
禍
。
己
及
其
身
矣
。
龍
舟
張
樂
之
日
。
宇
文
之
剣
。
既
在
其

矣
。
而
夫
二
帝
者
。
以
為
雖
天
堂
莫
及
焉
。
亦
可
憫
耳
。
且
也
。
七

日
關
白
。
三
日
將
軍
之
類
。
史
不
絶
筆
。
則
其
危
比
翁
為
甚
。
而
如
翁
者
。
未
嘗
聞
其
有
隕
命
於
深
淵
者
也
。
然
則
彼
大
厦
廣
堂
。
危

於
一
條
之
縄
。
噫
。

此
篇
係
二
十
一
二
歳
作



74

釈
文

や
お
う

野
翁
ふ
う
ら
ん

風
蘭
と采
る
の
ず圖

上
の
き
し
ぎ
し

岸
々
に
せ
ん
じ
ょ
う

千
丈
の
ち
ょ
う
し
ょ
う

長
松

有
り
、
下
に
め
い
め
い

溟
々
（
薄
暗
い
）
ば
ん
じ
ん

萬
仞
の
し
ん
え
ん

深
淵
有
り
。
中
は
則
ち
ざ
ん
が
ん

巉
巖
（
岩
が
嶮
し
く
高
く
）
し
ょ
う
へ
き

峭
壁
（
切

り
立
っ
た
嶮
し
い
崖
）
。
其
の
い
く
じ
ゅ
う
ひ
ろ

幾
十
尋
（
一
尋
は
六
尺
、
一
、
八
二
米
）

か
知
ら
ず
。
ふ
う
ら
ん

風
蘭
生
じ
て
い
る
い
ち
お
う

一
翁
有
り
て
、
ぬ
の
こ
褐
（
粗
末
な
着
物
）

を
き被
て
か
ご籃
を
腰
に
、
松
の
根
に
し
ば縄
り
て
、
を
ぜ
っ
ぺ
き

絶
壁
に
し
ば縄
り
て
垂
れ
下
り
て
の
、
如
き
は
風
蘭
を
采
ら
ん
と
欲
す
。
嗚
乎

亦
た
危
き
か
な
翁
の
命
一
條
の
縄
に
懸
り
て
、
一
た
び
手
足
を
失
し
な
え
ば
、
則
ち
骨
は
さ
が索
す
由
も
な
し
。
た
い
し
こ
う

太
史
公
（
周

代
の
官
長
）

曰
く
。
天
下
じ
ょ
う
じ
ょ
う

穣
々
（
豊
か
な
さ
ま
）

利
を
得
る
を
為
す
ま
か信
せ
る
か
な
。
翁
の
ふ
う
ら
ん

風
蘭
を
と采
る
は
以
て
わ
ず纔
か
に
こ
う
こ

口
糊
（
生

活
の
足
し
に
す
る
）

に
足
す
。
其
の
身
の
危
き
を
か
え顧
り
み
ず
。
一
つ
に
何
ん
ぞ
此
に
至
る
、
然
る
に
余
は
之
を
觀
て
未
だ
笑
う

に
可
か
ら
ず
。
よ
う
だ
い

煬
帝
（
隋
の
二
代
の
皇
帝
）
こ
れ
し
い弑
（
身
分
の
下
の
者
の
殺
さ
れ
る
）
こ
う被
む
る
。
あ
に豈
千
の
都
に
う
つ徒
り
て
興
じ
る
、
こ
の
日
め
い
こ
う

明
皇

の
も
う
じ
ん

蒙
塵
（
天
子
が
変
事
に
難
を
避
け
て
都
か
ら
逃
げ
出
す
）
。
あ
に豈
ろ
う
と
う

郎
當
（
だ
ら
し
な
い
）

の
時
に
始
ま
り
。
た
つ
じ
ん

達
人
之
れ
觀
て
よ
り
ち
ん
こ
う

沈
香
花
を
看

る
時
、
し
ょ
く
ど
う

蜀
道
の
わ
ざ
わ
い
禍
（
四
川
省
の
蜀
道
の
危
険
な
道
、
暗
に
玄
宗
皇
帝
の
西
幸
を
戒
め
た
）
す
で己
に
其
の
身
に
及
ぶ
、
り
ゅ
う
し
ゅ
う

龍
舟
（
天
子
の
乗
る
船
）

に

樂
を
張
る
こ
の
日
、
う
ぶ
ん

宇
文
の
剣
既
に
其
の
が
ん

（
喉
元
）

に
在
り
。
夫
れ
二
帝
は
以
て
為
す
て
ん
ど
う

天
堂
（
天
上
の
宮
殿
）

と
い
え
ど
雖
も
及
ぶ
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に
な
か莫
れ
。
亦
た
あ
わ
れ
憫
む
可
し
且
つ
ま
た
七
日
か
ん
ぱ
く

關
白
。
三
日
將
軍
の
た
ぐ類
い
。
史
は
筆
を
ぜ
っ絶
せ
ず
。
其
の
危
き
翁
に
比
べ
て

甚
だ
し
く
翁
の
如
く
未
だ
か
っ嘗
て
命
は
し
ん
え
ん

深
淵
に
お隕
ち
る
そ
れ
有
る
を
聞
か
ず
。
然
し
な
が
ら
則
ち
彼
の
た
い
か

大
厦
こ
う
ど
う

廣
堂
。
一
條

の
縄
に
於
て
あ
や
う
危
し
。
あ
あ噫
。

此
の
篇
係
二
十
一
歳
作

語
釈
　
や
お
う

野
翁
＝
野
に
下
っ
た
翁
。
ふ
う
ら
ん

風
蘭
＝
蘭
、
ふ
じ
ば
か
ま
、
菊
科
の
多
年
生
の
草
、
秋
に
紫
色
の
は
な
を
開
く
、
香
草
。
と采
る
＝
採
取
。
が
ん
が
ん

岸
々
＝
岸
の
高
い
さ
ま
。
せ
ん
じ
ょ
う

千
丈
＝

大
変
に
高
く
長
い
形
容
。
ち
ょ
う
し
ょ
う

長
松

＝
長
大
な
松
。
め
い
め
い

溟
々
＝
暗
い
。
ば
ん
じ
ん

萬
仞
＝
尋
、
高
さ
や
深
さ
を
測
る
単
位
、
一
尋
は
七
尺
。
し
ん
え
ん

深
淵
＝
深
い
淵
。
ざ
ん
が
ん

巉
巖
＝
巖
山
が
高
く
嶮
し
い
。
し
ょ
う
へ
き

峭
壁

＝
切
り
立
っ
た
嶮
し
い
崖
。
い
く
じ
ゅ
う
じ
ん

幾
十
尋
＝
幾
十
尋
、
尋
は
七
尺
。
い
ち
お
う

一
翁
＝
一
人
の
老
人
。
か
つ褐
＝
粗
末
な
着
物
、
ぬ
の
こ
、
荒
く
て
粗
末
な
布
で
作
っ
た
衣
服
。
ら
ん籃
＝
籠
、
大
き
い
籠
、

竹
の
籠
。
し
ょ
う
こ
ん

松
根
＝
松
の
根
。
ぜ
っ
ぺ
き

絶
壁
＝
切
り
立
っ
た
崖
。
さ
く索
す
＝
捜
索
、
探
す
。
ふ
つ弗
＝
失
う
、
ず
、
あ
ら
ず
、
否
定
の
助
字
。
た
い
す
こ
う

太
史
公
＝
　
じ
ょ
う
じ
ょ
う

穣
々

＝
豊
か
な
さ
ま
豊
穣
。
ざ
い纔
＝
僅

か
に
、
少
し
。
こ
う
こ

口
糊
＝
口
に
糊
す
る
、
粥
を
啜
る
、
転
じ
て
生
活
を
す
る
。
よ
う
だ
い

煬
帝
＝
随
の
第
二
代
の
皇
帝
高
祖
文
帝
の
第
二
子
、
豪
華
を
好
み
土
木
工
事
を
起
こ
し
た
が
、
負
担
に

苦
し
む
国
民
の
反
感
を
買
い
遂
に
臣
に
殺
さ
れ
た
。
し
い弑
こ
う被
る
＝
臣
が
天
子
を
殺
す
こ
と
。
あ
に豈
＝
ど
う
し
て
、
な
ん
と
。
と
じ
つ

徒
日
＝
徒
に
日
を
過
ご
す
。
め
い
こ
う

明
皇
＝
明
君
、
皇
。
も
う
じ
ん

蒙
塵
＝
世

間
の
煩
わ
し
い
こ
と
を
被
る
。
ろ
う
と
う

郎
當
＝
衣
服
が
だ
ぶ
だ
ぶ
し
て
体
に
合
わ
な
い
さ
ま
、

裸
子
が
無
い
さ
ま
。
た
つ
じ
ん

達
人
＝
広
く
道
理
に
通
じ
た
人
、
学
問
や
技
芸
に
熟
達
し
た
人
。
ち
ん
こ
う

沈
香

＝
熱
帯
に
産
す
る
香
木
、
唐
代
の
宮
中
に
あ
っ
た
あ
ず
ま
や
の
名
。
し
ょ
く
ど
う

蜀
道
か禍
＝
三
国
時
代
蜀
の
地
に
建
て
た
候
国
の
禍
。
り
ゅ
う
し
ゅ
う

龍
舟

＝
天
子
の
乗
る
舟
、
舳
先
に
龍
の
彫
り
物
が
あ

る
。
ば
く
ち
ょ
う

樂
張
＝
音
楽
會
。
う
ぶ
ん

宇
文
＝
煬
帝
を
し
い弑
し
た
臣
。
が
ん

＝
喉
元
。
て
ん
ど
う

天
堂
＝
天
上
の
宮
殿
、
唐
の
則
天
武
后
の
建
て
た
宮
殿
の
名
、
骨
相
術
で
、
額
の
上
部
を
い
う
、
極
楽
世
界
。

い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
な
か莫
れ
＝
無
か
れ
。
あ
わ憐
れ
む
＝
憐
憫
。
か
ん
ぱ
く

關
白
＝
国
政
に
ち
て
天
子
に
奏
上
す
る
前
に
、
然
る
べ
き
重
臣
に
其
の
意
を
通
じ
て
申
し
上
げ
る
、
國
、
天
皇
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を
補
佐
し
て
政
務
を
執
行
し
た
重
職
。
か
っ嘗
て
＝
前
に
。
し
ん
え
ん

深
淵
＝
深
い
淵
。
い
ん
じ
ゃ

隕
者
＝
落
ち
る
者
。
た
い
か

大
厦
＝
大
き
な
家
建
物
。
こ
う
ど
う

廣
堂
＝
広
く
て
大
き
い
堂
。
い噫
＝
嘆
息
、
驚
嘆
の
声
。
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１
３
　

題
蘭
亭
帖

章
子
厚
。
日
臨
蘭
亭
一
過
。
蘇
子
瞻
哂
之
。
謂
從
門
人
者
。
終
非
家
珍
。
謝
肇

非
之
。
當
矣
。
然
在
今
日
。
墨
跡
多
贋
。
其
眞
者
。

亦
數
經

勒
。
山
陰
面
目
。
十
無
一
存
矣
。
見
此
等
帖
。
且
夕
臨

。
一
向
泥
着
則
愈
去
愈
遠
矣
。

以
下
二
十
四
五
歳
作

蘭
亭
宴
會
之
人
。
王
羲
之
謝
安
謝
万
等
。
合
四
十
三
人
。
皆
當
時
名
賢
。
各
有
述
作
。
而
今
人
獨
知
有
羲
之
文
而
己
。
蓋
羲
之
既
以
好

文
章
。
壓
倒
時
輩
一
番
。
加
之
。
以
千
古
未
曾
有
之
書
。
是
以
名
愈
顯
耳
。

王
羲
之
。
為
普
未
第
一
人
物
。
然
在
當
時
。
推
謝
安
。
余
以
為
不
然
。
羲
之
超
謝
安
万
々
。
今
人
徒
知
貴
其
書
。
蓋
書
名
掩
之
耳
。

此
文
。
駁
荘
子
一
死
生
齊
彭
殤
。
發
無
限
感
慨
。
極
有
見
解
。
此
羲
之
之
所
以
遠
過
時
輩
也
。
蓋
。
當
時
貴
老
荘
。
無
有
不
以
一
死
生



78

齊
彭
殤
為
達
者
。
獨
羲
之
生
于
貴
浮
虚
之
世
。
和
而
不
流
。
卓
然
有
超
人
之
識
。
故
其
發
而
見
于
文
章
者
如
此
。

釈
文

ら
ん
て
い

蘭
亭
ち
ょ
う
帖
に
題
す

し
ょ
う
し
こ
う

章
子
厚
に
は
日
に
ら
ん
て
い

蘭
亭
に
臨
し
て
い
っ
か

一
過
す
る
。
蘇
子
は
み瞻
て
之
を
わ
ら哂
う
。
謂
う
門
人
を
從
い
て
終
に
家
珍
に
非
ず
。

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

謝
肇

は
之
に
非
ず
。
當
に
然
り
今
日
に
在
り
て
ぼ
く
せ
き

墨
跡
は
が
ん贋
（
偽
物
）

多
く
、
數
は
も
ろ
く勒
（
真
似
て
書
い
た
も
の
）

を
經
る
。
さ
ん
い
ん

山
陰

（
山
陰
は
王
羲
之
を
指
す
）
め
ん
も
く

面
目
（
体
面
、
さ
す
が
）

十
に
一
も
存
在
せ
ず
。
此
れ
等
の
ち
ょ
う
帖
（
書
の
手
本
）

を
見
て
た
ん
せ
き

旦
夕
（
朝
晩
）

に
り
ん
ぼ

臨

（
手

本
を
見
て
真
似
て
書
く
）
い
っ
こ
う

一
向
で
い
ち
ゃ
く

泥
着
（
本
物
に
は
な
れ
な
い
の
意
）

則
ち
い
よ
い
愈
よ
去
っ
て
い
よ
い
愈
よ
遠
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
二
十
四
五
歳
作

解
説

ら
ん
て
い

蘭
亭
じ
ょ
う
帖
＝
ら
ん
て
い

蘭
亭
は
亭
の
名
。
じ
ょ
う
帖
は
王
羲
之
の
筆
跡
で
習
字
の
手
本
と
な
っ
て
る
も
の
。
し
ん晋
の
王
羲
之
ら
名
士
四
十
二

人
が
永
和
九
年
三
月
三
日
せ
っ
こ
う
し
ょ
う

浙
江
省
し
ょ
う
こ
う
し

詔
興
市
の
南
西
か
い
け
い

會
稽
さ
ん
い
ん

山
陰
の
ら
ん
て
い

蘭
亭
に
集
ま
り
曲
水
の
宴
を
行
っ
た
と
き
の
詩
集
の
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序
文
の
筆
跡
が
現
代
ま
で
も
「
ら
ん
て
い

蘭
亭
じ
ょ
う
帖
」
と
し
て
書
を
学
ぶ
も
の
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
。

し
ょ
う
し
こ
う

章
子
厚
、
蘇
子
に
つ
い
て
は
確
か
な
と
こ
ろ
確
証
は
困
難
。

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

謝
肇

＝
明
の
学
者
。
福
建
省
の
人
で
博
学
者
で
「
書
」
が
巧
み
で
あ
っ
た
。

ら
ん
て
い

蘭
亭
え
ん
か
い

宴
會
の
人
。
お
う
ぎ
し

王
羲
之
し
ゃ
あ
ん

謝
安
し
ゃ
ば
ん

謝
万
等
合
せ
て
四
十
三
人
、
皆
當
時
の
め
い
け
ん

名
賢
各
じ
ゅ
つ
さ
く

述
作
有
す
。
今
人
獨
り
ぎ羲
し之
の
文
を

有
る
を
知
り
、
ぎ羲
し之
の
ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
を
好
み
以
て
、
じ時
は
い輩
を
あ
っ壓
と
う倒
し
て
一
番
之
に
加
え
て
、
せ
ん
こ

千
古

み
ぞ
う

未
曾
有
の
書
は
以
て
是
れ

名
は
い
よ
い
愈
よ
け
ん顯
な
る
。

お
う
ぎ
し

王
羲
之
。
し
ん
ま
つ

普
未
の
第
一
の
じ
ん
ぶ
つ

人
物
を
為
し
。
然
る
に
當
時
に
在
り
て
、
し
ゃ
あ
ん

謝
安
を
推
し
て
余
は
以
て
然
り
と
せ
ず
を
為
し
、

ぎ羲
し之
は
し
ゃ
あ
ん

謝
安
を
超
え
て
ば
ん
ば
ん

万
々
（
絶
対
）

な
り
。
こ
ん
じ
ん

今
人
の
と
も
が
徒
ら
其
の
書
の
貴
さ
を
知
る
。
書
名
は
之
を
お
お掩
う
。

此
の
文
。
そ
う
し

荘
子
（
荘
周
の
尊
称
）

に
ま
じ駁
り
て
一
し
せ
い

死
生
は
ほ
う
し
ょ
う

彭
殤
（
長
命
と
短
命
）
ひ
と齊
し
く
か
ん
が
い

感
慨
限
り
無
き
を
發
す
。
極
め
る
け
ん
か
い

見
解
有
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り
。
此
の
ぎ羲
し之
の
以
て
遠
く
じ
は
い

時
輩
を
過
ぎ
し
所
、
當
時
ろ
う
そ
う

老
荘
（
老
子
と
荘
子
と
も
に
道
家
）
に

貴
く
、
達
す
る
為
す
ほ
う
し
ょ
う

彭
殤
は
一
し
せ
い

死
生

に
ひ
と齊
し
く
不
や
を
有
り
や
無
し
や
獨
り
ぎ羲
し之
生
れ
て
ふ
き
ょ

浮
虚
の
世
に
貴
し
。
和
し
て
流
さ
れ
ず
。
た
く
ぜ
ん

卓
然
（
高
く
抜
き
ん
出
て
い
る
さ

ま
）

人
の
し
き識
を
超
ゆ
る
有
り
。
其
の
發
す
る
と
こ
ろ
ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
に
見
る
は
此
の
如
し
。

語
釈
　
ら
ん
て
い

蘭
亭
じ
ょ
う
帖

＝
ら
ん
て
い

蘭
亭
序
、
行
書
で
名
高
い
。
し
ょ
う
し
こ
う

章
子
厚
＝
　
ら
ん
て
い

蘭
亭
＝
亭
の
名
、
ら
ん
て
い

蘭
亭
じ
ょ
う
帖
、
ら
ん
て
い

蘭
亭
記
の
お
う
ぎ
し

王
羲
之
の
筆
跡
で
、
習
字
の
手
本
、
ら
ん
て
い

蘭
亭
記
の
晋
の
お
う
ぎ
し

王
羲
之
ら
名
士
四

十
二
人
が
三
五
三
年
三
月
三
日
の
節
句
に
蘭
亭
に
集
ま
り
、
曲
水
の
宴
を
し
た
と
き
の
詩
集
の
序
、
お
う
ぎ
し

王
羲
之
の
作
蘭
亭
集
序
。
の
ぞ臨
み
＝
臨
席
、
そ
の
場
に
行
く
。
い
っ
か

一
過
＝
さ
っ
と
通

り
過
ぎ
る
こ
と
。
蘇
子
＝
　
み瞻
る
＝
見
る
。
し
ん哂
＝
嗤
う
、
あ
ざ
嗤
う
。
し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

謝
肇

＝
明
の
学
者
博
学
で
書
画
巧
み
で
あ
っ
た
。
ぼ
く
せ
き

墨
跡
＝
筆
跡
。
が
ん贋
＝
に
せ贋
、
偽
物
。
も
ろ
く勒
＝
文
字
は
文

章
を
模
し
、
写
し
、
文
字
を
刻
み
付
け
る
。
さ
ん
い
ん

山
陰
＝
お
う
ぎ
し

王
羲
之
の
こ
と
の
こ
と
。
め
ん
も
く

面
目
＝
其
の
人
に
与
え
ら
れ
た
、
世
間
の
高
い
評
価
、
メ
ン
ツ
。
じ
ょ
う
帖
＝
書
き
物
、
は
り
ふ
だ
、
ビ

ラ
、
書
き
物
の
手
本
。
も

＝
模
す
、
写
す
。
い
っ
こ
う

一
向
＝
ま
る
っ
き
り
、
て
ん
で
、
全
く
。
で
い
ち
ゃ
く

泥
着
＝
泥
が
着
く
、
着
き
な
ず
む
。
ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。
お
う
ぎ
し

王
羲
之
＝
晋
の
書
家
、
字
は
逸
少
、

官
名
に
よ
り
王
右
軍
と
よ
ば
れ
る
、
書
道
に
優
れ
た
、
日
本
え
の
影
響
も
極
め
て
大
き
く
、
奈
良
、
平
安
時
代
の
書
は
全
て
か
れ
の
流
れ
を
く
ん
で
お
る
、
作
品
で
は
楷
書
の
楽
毅

論
、
黄
庭
経
、
行
書
の
蘭
亭
序
、
草
書
の
十
七
帖
な
ど
が
名
高
い
。
し
ん
ま
つ

普
未
＝
晋
の
末
期
。
じ
ん
ぶ
つ

人
物
＝
人
の
性
質
、
人
柄
、
優
れ
た
人
。
え
ん
か
い

宴
會
＝
酒
宴
、
楽
し
む
、
う
た
げ
宴
、
の
會
。
し
ゃ
あ
ん

謝
安

＝
晋
の
名
臣
。
し
ゃ
ま
ん

謝
万
＝
　
め
い
け
ん

名
賢
＝
名
高
い
賢
人
。
じ
ゅ
つ
さ
く

述
作
＝
著
作
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
、
な
ん
ぞ
。
ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
＝
あ
や
、
礼
楽
、
れ
い
せ
つ
と
音
楽
や
制
度
な
ど
、
國
の
文
化
を
形
成
し
て

い
る
も
の
、
文
字
を
連
ね
て
一
つ
の
纏
ま
っ
た
意
味
を
述
べ
た
も
の
。
と
う
じ

倒
時
＝
倒
れ
た
時
。
は
い輩
＝
仲
間
。
あ
っ壓
し
＝
抑
え
る
、
抑
え
つ
け
る
、
他
を
抑
え
て
。
せ
ん
こ

千
古
＝
千
年
の
昔
。
み
ぞ
う

未
曾
有

＝
未
だ
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
。
け
ん顯
＝
顕
著
、
明
か
。
ば
ん
ば
ん

万
々
＝
　
え
ん掩
＝
覆
う
、
閉
じ
る
。
そ
う
し

荘
子
＝
荘
周
の
尊
称
、
書
名
荘
周
の
著
者
、
戦
国
時
代
の
道
家
の
学
者
、
孟
子
と
同

時
代
の
人
で
終
生
仕
え
ず
、
自
然
に
帰
れ
と
首
長
し
、
孔
子
の
思
想
に
反
対
し
た
。
ほ
う
し
ょ
う

彭
殤
＝
長
名
と
短
命
、
彭
は
彭
祖
殤
は
若
死
に
の
こ
と
、
殤
祖
。
せ
い
は
く

齊
駁
＝
等
し
く
良
し
悪
し



81

を
論
じ
誤
り
を
直
す
。
か
ん
が
い

感
慨
＝
深
く
観
じ
て
心
が
奮
い
た
っ
た
り
、
嘆
い
た
り
す
る
、
感
動
し
て
憤
激
す
る
。
け
ん
か
い

見
解
＝
物
事
の
道
理
を
視
て
覚
る
、
意
見
の
建
て
方
。
じ
は
い

時
輩
＝
時
の

仲
間
。
ろ
う
そ
う

老
荘
＝
老
子
と
荘
子
。
し
せ
い

死
生
＝
生
る
か
死
ぬ
か
。
せ
い齊
＝
等
し
く
。
ふ
き
ょ

浮
虚
＝
ふ
わ
ふ
わ
と
虚
し
い
。
た
く
ぜ
ん

卓
然
＝
高
く
ぬ
き
ん
で
て
い
る
さ
ま
、
高
く
優
れ
て
い
る
さ
ま
。
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１
４

　
櫻
花
頌

東
方
之
英
。
扶
桑
之
精
。
凝
而
成
。
蒸
而
生
。
骨
水
晶
。
髄
玉
瑛
。
香
而
清
。
明
而
軽
。
沈
香
之
亭
香
兮
楊
貴
妃
酔
未
醒
。
九
華
之
帳

暗
兮
李
夫
人
影
自
明
。
花
之
無
情
。
猶
欲

城
。
人
而
有
誠
。
可
感
神
明
奈
何
萬
物
之
靈
。
使
爾
獨
壇
美
名
。
大
丈
夫
生
而
名
不
向
異

域
轟
。
魂
魄
死
而
為
日
本
獨
立
之
櫻
。

二
十
八
歳
作

釈
文

お
う
か
し
ょ
う

櫻
花
頌

と
う
ほ
う

東
方
の
は
な
ぶ
さ
英

は
ふ
そ
う

扶
桑
の
せ
い精
、
ぎ
ょ
う
凝
成
し
て
む蒸
し
て
生
ず
。
こ
つ
す
い

骨
水
の
し
ょ
う
晶
は
ず
い
ぎ
ょ
く

髄
玉
の
え
い瑛
。
か
お
り
香
は
清
く
。
明
ら
か
に
し
て
軽

く
、
沈
香
の
ち
ん
す
い
て
い

沈
水
亭
そ
れ
よ
う
き
ひ

楊
貴
妃
酔
う
て
未
だ
さ
め醒
ず
。
き
ゅ
う
か

九
華
の
ち
ょ
う
帳
暗
く
り
ふ
李
夫
じ
ん
え
い

人
影
自
ず
か
ら
明
ら
か
な
り
。
花
の
む
じ
ょ
う

無
情

猶
お
城
に
ね
ん
ご
ろ

な
ら
ん
と
欲
す
。
人
に
識
有
す
る
な
ら
ば
し
ん
め
い

神
明
を
感
ず
可
し
、
い
か
ん

奈
何
せ
ん
ば
ん
ぶ
つ

萬
物
の
靈
、
な
ん
じ
爾
獨
り
び
め
い

美
名
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を
ほ
し
い
ま
ま

壇

に
し使
て
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

大
丈
夫
生
し
て
名
は
い
い
き

異
域
に
向
っ
て
と
ど
ろ
轟
か
ず
。
こ
ん
ぱ
く

魂
魄
死
し
て
日
本
ど
く
り
つ

獨
立
の
櫻
を
為
す
。

二
十
八
歳
作

語
釈
　
お
う
か
し
ょ
う

櫻
花
頌
＝
桜
花
を
称
え
る
、
褒
め
る
。
と
う
ほ
う

東
方
＝
中
国
の
東
の
方
。
え
い英
＝
美
し
い
花
、
花
房
、
名
誉
。
ふ
そ
う

扶
桑
＝
扶
桑
の
あ
る
と
こ
ろ
、
転
じ
て
日
本
。
せ
い精
＝
心
、
魂
、
真

心
、
生
命
の
根
源
。
ぎ
ょ
う
凝
＝
凝
ら
す
、
固
め
る
、
集
中
す
る
。
じ
ょ
う
蒸
＝
蒸
す
。
こ
つ
す
い
し
ょ
う

骨
水
晶
＝
骨
は
水
晶
。
髄
玉
の
瑛
＝
は
脂
肪
状
に
凝
固
。
ち
ん
こ
う
て
い

沈
香
亭
＝
唐
代
に
宮
中
の
あ
ず
ま
や
の
名
。

よ
う
き
ひ

楊
貴
妃
＝
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
愛
人
。
さ
め醒
る
＝
酔
い
か
ら
醒
め
る
。
き
ゅ
う
か

九
華
＝
宮
室
や
器
物
の
美
し
い
飾
り
。
と
ば
り
帳
＝
垂
れ
幕
、
垂
れ
布
、
玉
帳
、
蚊
帳
。
り
ふ
じ
ん

李
夫
人
＝
玄
宗
皇
帝
の
皇
后
。

じ
め
い

自
明
＝
よ
り
明
か
、
自
ず
か
ら
明
か
。
ね
ん
ご
ろ

＝
懇
ろ
、
き

、
長
く
、
長
い
、
高
い
。
し
ん
め
い

神
明
＝
神
、
人
の
心
、
精
神
。
な奈
＝
い
か
ん
、
い
か
ん
せ
ん
、
い
か
ん
ぞ
、
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
。
ば
ん
ぶ
つ

萬
物
の
霊
＝
全
て
の
物
の
中
で
最
も
霊
妙
な
も
の
。
じ爾
＝
汝
、
お
前
、
そ
の
、
こ
れ
、
し
か
り
、
そ
の
と
う
り
、
の
み
。
び
め
い

美
名
＝
美
し
い
名
、
有
名
、
高
名
。
む
じ
ょ
う

無
情
＝
定
め
が

な
い
、
心
が
な
い
、
真
心
が
な
い
、
情
け
が
無
い
、
儚
い
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

大
丈
夫
＝
意
志
が
強
く
、
立
派
な
人
。
い
い
き

異
域
＝
よ
そ
の
土
地
、
外
国
。
と
ど
ろ
轟
か
ず
＝
名
前
が
遍
く
知
れ
渡
ら
な
い
。
こ
ん
ぱ
く

魂
魄

＝
魂
、
霊
魂
、
人
が
死
ぬ
と
、
魂
は
天
に
上
り
、
魄
は
地
上
に
留
ま
る
と
い
う
。
ど
く
り
つ

獨
立
＝
一
人
で
立
っ
て
い
る
、
人
の
力
を
借
り
ず
自
分
の
力
で
身
を
立
て
る
、
一
人
立
ち
。

ど
く
り
ゅ
う

獨
立
＝
明
末
の
医
師
で
志
士
、
清
の
戦
い
に
敗
れ
日
本
に
亡
命
、
明
室
の
再
興
を
願
う
が
成
ら
ず
剃
髪
し
て
僧
籍
に
入
る
、
岩
国
藩
主
吉
川
広
嘉
公
に
招
か
れ
て
持
病
の
治
療
に

か
の
錦
帯
橋
の
架
構
の
構
想
に
大
い
な
る
寄
与
を
し
た
。



84

１
５
　

韓
信
出
跨
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

韓
信
出
跨
。
便
王
于
齊
。
張
良
履
足
。
漢
以
為
帝
。
皆
以
能
忍
乎
難
忍
也
。
然
信
能
忍
乎
出
跨
。
不
能
忍
乎
齊
國
之
利
。
故
致
良
狗
之

烹
。
漢
帝
能
忍
乎
履
足
。
不
能
忍
乎
呂
氏
之
愛
。
故
致
牝
鶏
之
晨
。
不
忍
乎
可
忍
。
而
忍
乎
不
可
忍
。
皆
兩
失
之
。
近
者
。
伊
井
氏
屈

膝
犬
羊
。
而
喪
其
元
。
神
州
亦
随
而
陸
沈
。
是
亦
忍
乎
不
可
忍
者
。
嗚
乎
。
江
山
不
異
。
腥
羶
之
氣
滿
眼
。
是
吾
人
不
可
忍
之
時
也
。

與
全
性
命
從
西
戎
。
寧
為
魯
連
蹈
東
海
。

此
篇
係
三
十
歳
作

釈
文

か
ん
し
ん

韓
信
ま
た跨
ぎ
い
ず出
る
の
圖

か
ん
し
ん

韓
信
ま
た跨
ぎ
い
ず出
る
。
す
な
わ
便
ち
せ
い齊
の
王
の
ち
ょ
う
り
ょ
う

張
良

の
足
を
は
か履
し
、
漢
は
以
て
帝
を
為
す
。
皆
能
く
し
の忍
び
難
き
を
忍
び
以
て
然

し
て
し
ん信
じ
て
能
く
ま
た跨
ぎ
出
で
て
し
の忍
ぶ
、
せ
い
こ
く

齊
國
の
利
を
し
の忍
ぶ
に
能
は
ず
、
故
に
り
ょ
う
く

良
狗
の
ほ
う烹
か
ん
て
い

漢
帝
能
く
足
に
履
く
を
し
の忍
び
、
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ろ
し
呂
氏
の
愛
に
し
の忍
ぶ
能
は
ず
。
故
に
ひ
ん
け
い

牝
鶏
の
し
ん晨
し
の忍
ぶ
可
し
、
し
の忍
ば
ず
し
の忍
ぶ
可
ら
ざ
る
し
の忍
ぶ
、
皆
ふ
た兩
つ
な
が
ら
之
を
失
う
。

き
ん
し
ゃ

近
者
（
近
頃
）
い
い
伊
井
氏
ひ
さ膝
を
け
ん
よ
う

犬
羊
に
屈
し
て
其
の
元
を
う
し喪
な
う
。
神
州
亦
た
随
い
て
り
く
ち
ん

陸
沈
（
世
が
乱
れ
て
亡
び
る
）

す
る
。
是

れ
亦
た
し
の忍
ぶ
可
ら
ず
し
て
し
の忍
ぶ
。
嗚
乎
。
こ
う
ざ
ん

江
山
は
異
な
ら
ず
。
せ
い
せ
ん

腥
羶
の
氣
眼
に
滿
つ
る
。
是
れ
吾
人
し
の忍
ぶ
可
ら
ず
の
時

な
り
。
せ
い
め
い

性
命
を
ま
っ
と
う
全

し
て
西
戎
に
從
う
こ
と
、
む
し
ろ
寧
ろ
れ
ん

魯
連
に
為
し
て
と
う
か
い

東
海
に
は
び
こ
蹈
る
。

此
篇
係
三
十
歳
作

語
釈
　
　
か
ん
し
ん

韓
信
＝
漢
の
高
祖
の
臣
、
蕭
何
、
張
良
と
あ
わ
せ
て
三
傑
と
さ
れ
る
、
謀
反
の
罪
で
殺
さ
れ
た
。
こ跨
出
る
＝
股
を
く
ぐ
る
。
せ
い
お
う

齊
王
＝
太
公
望
呂
尚
。
ち
ょ
う
り
ょ
う

張
良

＝
漢
の

高
祖
の
名
臣
。
そ
く
り

足
履
＝
足
を
踏
む
。
し
の忍
び
＝
忍
耐
。
し
ん信
＝
か
ん
し
ん

韓
信
。
せ
い
こ
く

齊
國
＝
周
の
太
公
望
呂
尚
が
建
て
た
國
。
り
ょ
う
く

良
狗
＝
良
い
犬
、
は
か
り
ご
と
の
巧
み
な
謀
臣
の
た
と
え
、
り
ょ
う
く

良
狗
ほ
う烹
。

ほ
う烹
＝
煮
る
、
料
理
、
煮
殺
す
、
釜
茹
で
の
刑
。
か
ん
て
い

漢
帝
＝
劉
邦
。
ろ
し
呂
氏
＝
呂
后
の
一
族
。
ひ
ん
け
い

牝
鶏
の
あ
し
た
晨
＝
牝
の
鶏
が
夜
明
け
を
知
ら
せ
る
。
い
い
伊
井
＝
井
伊
直
弼
幕
末
の
大
老
彦
根
藩
主
、

将
軍
継
嗣
問
題
で
一
橋
派
と
対
立
、
勅
許
を
待
た
ず
日
米
修
好
条
約
を
調
印
、
反
対
派
を
大
弾
圧
し
た
。
世
に
安
政
の
大
獄
、
万
延
元
年
（
一
八
六
０
桜
田
門
外
の
變
で
水
戸
浪
士

に
暗
殺
さ
れ
た
。
け
ん
よ
う

犬
羊
＝
西
洋
人
を
侮
蔑
し
て
呼
ぶ
。
そ
う喪
＝
喪
う
、
死
ぬ
。
り
く
ち
ん

陸
沈
＝
陸
地
が
沈
む
、
人
が
世
の
中
で
姿
を
隠
し
て
い
る
こ
と
、
世
が
乱
れ
亡
び
る
こ
と
、
頑
固
で
世

の
移
り
く
ぁ
り
を
知
ら
な
い
こ
と
。
こ
う
ざ
ん

江
山
＝
川
と
山
、
山
河
、
ひ
ろ
く
國
土
を
い
う
。
せ
い
せ
ん

腥
羶
＝
生
臭
い
。
せ
い
め
い

性
命
＝
万
物
が
天
か
ら
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
、
生
命
。
ぜ
ん
せ
い
い

全
西
戎
＝
全

西
洋
の
夷
狄
。
ね
い寧
＝
む
し
ろ
、
安
ら
か
、
な
ん
ぞ
、
ど
う
し
て
、
の
助
字
。
魯
仲
連
＝
戦
国
時
代
齊
の
人
、
節
操
の
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
と
う
か
い

東
海
＝
東
方
の
海
。
と
う蹈
＝
は
び
こ

蔓
延
る
、

水
が
漲
る
、
水
が
広
が
る
。
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１
６
　

書
長
井
雅
樂
詩
歌
後

長
州
。
長
井
雅
樂
。
有
寵
見
用
。
去
歳
大
賜
禄
。
予
聞
之
。
嘆
曰
。
若
雅
樂
。
或
不
得
其
死
乎
。
座
客
皆
笑
之
。
獨
川
子
道
以
為
信
然
。

今
茲
癸
亥
二
月
。
有
客
。
携
雅
楽
詩
一
首
國
風
三
首
來
。
示
予
曰
。
雅
樂
。
今
月
六
日
賜
死
。
此
其
絶
命
之
辭
也
。
時
門
生
讀
書
。
一

童
子
偶
誦
白
樂
天
太
行
路
篇
。
至
朝
承
恩
暮
賜
死
。
予
不
覺
泣
下
者
數
行
。
謂
客
曰
。
嗚
乎
。
雅
樂
之
不
得
其
死
。
固
不
足
怪
也
。
予

於
樂
天
詩
。
大
有
所
感
焉
。
予
於
雅
楽
。
無
有
半
面
之
識
。
而
知
其
不
能
全
終
者
。
無
他
。
唯
即
其
建
議
之
邪
正
云
爾
。
因
記
。
古
人

見
執
玉
之
高
卑
。
以
斷
其
人
之
一
生
。
恰
如
龜
卜
。
何
也
。
蓋
亦
不
過
即
失
其
中
正
而
察
之
巳
。
動
乎
四
體
者
。
猶
可
以
斷
一
生
。
况

發
於
其
言
語
文
章
者
乎
。
程
子
云
。
凡
讀
史
者
。
讀
其
半
。
掩
巻
須
思
惟
。
某
事
以
後
果
何
如
。
復
開
巻
讀 

之
。
所
思
與
所
讀
不
爽
。

則
學
問
之
増
進
可
知
。
予
於
今
日
事
。
亦
用
此
法
。
往
々
不
爽
如
此
。
因
以
謂
。
察
其
機
之
所
動
。
雖
千
里
之
外
無
半
面
之
識
者
。
如

見
其
肺
肝
然
。
故
人
之
一
言
一
行
。
固
不
可
苟
焉
巳
。
且
夫
。
雲
従
龍
常
也
。
若
龍
遇
雪
而
見
。
雲
見
蛇
而
起
。
皆
非
其
時
也
。
是
以

有
亢
龍
之
悔
也
。
然
則
所
謂
妾
顔
未
改
君
心
改
者
。
亦
由
妾
擇
其
夫
之
不
精
歟
。
况
其
顔
非
國
色
者
乎
。
遂
書
其
所
感
。
以
自
警
。
并

以
示
子
道
。
々
々
以
為
何
如
。



87

時
年
三
十
三

釈
文

な
が
い

長
井
う
た
雅
樂
の
し
い
か

詩
歌
の
ご後
に
書
す

長
州
な
が
い

長
井
う
た
雅
樂
め
ぐ寵
み
有
り
用
う
る
を
見
る
。
き
ょ
さ
い

去
歳
た
い
ろ
く

大
禄
を
た
ま賜
わ
る
を
予
は
之
を
聞
き
嘆
い
て
曰
う
。
う
た
雅
樂
の
若
き
或
は

其
の
死
を
得
ず
。
座
客
皆
之
を
笑
う
、
獨
り
川
子
道
以
て
信
じ
て
然
り
を
為
す
。
今
茲
に
癸
亥
二
月
客
有
り
て
、
う
た
雅
樂

詩
一
首
こ
く
ふ
う

國
風
（
和
歌
）

三
首
た
ず
さ
携
え
て
來
た
る
。
予
に
示
し
て
曰
う
う
た
雅
樂
今
月
六
日
死
を
賜
う
。
此
れ
は
其
の
ぜ
つ
め
い

絶
命
の
じ辭
な

り
。
時
に
門
生
書
を
讀
み
、
一
童
子
た
ま
た
偶
ま
は
く白
ら
く
て
ん

樂
天
の
「
た
い
こ
う
み
ち

太
行
路
」
篇
を
と
な誦
え
て
、
あ
し
た
朝
に
恩
を
う承
り
く
れ暮
に
死
を
た
も賜
う
。

予
は
覺
え
ず
泣
き
下
り
て
す
う
ぎ
ょ
う

數
行
（
涙
が
は
ら
は
ら
と
幾
筋
か
落
ち
る
）

客
は
お
も謂
う
て
曰
う
。
嗚
乎
。
う
た
雅
樂
こ
れ
其
の
死
を
得
ず
。

固
く
な
に
怪
し
む
に
足
ら
ず
な
り
。
予
は
ら
く
て
ん

樂
天
の
詩
に
於
て
大
い
に
感
ず
る
所
有
り
。
予
は
う
た
雅
樂
に
於
て
、
は
ん
め
ん

半
面
の
し
き識

（
一
寸
し
た
顔
見
知
り
で
あ
る
こ
と
）

に
し
て
其
の
終
り
を
ま
っ
と
全
う
す
る
を
能
は
ず
。
他
に
無
く
唯
だ
其
の
け
ん
ぎ

建
議
の
じ
ゃ
せ
い

邪
正
を
即
ち
云

う
。
因
っ
て
記
す
。
こ
じ
ん

古
人
の
玉
の
こ
う
ひ

高
卑
を
と執
ら
え
て
、
以
て
其
の
人
の
一
生
を
斷
つ
。
恰
も
き
ぼ
く

龜
卜
の
如
く
何
ん
ぞ
な
る
。
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亦
た
其
の
失
う
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
中
の
し之
を
察
し
て
や巳
む
。
し
た
い

四
體
に
動
く
猶
お
い
っ
し
ょ
う

一
生
を
斷
じ
可
し
。
い
わ况
ん
や
其
の
げ
ん
ご

言
語

ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
を
發
す
る
は
て
い
し

程
子
云
う
。
凡
そ
史
を
讀
む
は
其
の
な
か
ば
半
を
讀
ん
で
、
巻
を
お
お掩
う
し
い
思
惟
（
考
え
る
）
。
そ
れ
が
某
し
事
の
以
後

果
し
て
い
か
ん

何
如
復
た
巻
を
開
い
て
之
を
讀
む
、
思
う
所
讀
む
所
と
も
に
そ
う爽
な
ら
ず
。
則
ち
學
問
の
ぞ
う
し
ん

増
進
を
知
る
可
し
。
予

は
今
日
の
事
に
於
て
亦
た
此
の
法
を
用
う
。
往
々
に
し
て
爽
や
か
な
ら
ず
は
此
の
し
。
因
っ
て
以
て
謂
う
。
其
の
機
こ

れ
動
く
所
を
察
し
て
、
せ
ん
り

千
里
の
外
と
雖
も
は
ん
め
ん

半
面
の
し
き識
無
く
も
、
其
の
は
い
か
ん

肺
肝
（
心
の
奥
底
）

を
見
る
然
る
に
、
故
人
の
一
言
一

行
固
く
な
に
か
り苟
に
も
よ可
し
に
せ
ず
、
且
つ
夫
れ
雲
は
龍
に
従
う
は
常
な
り
。
若
し
龍
雪
に
遇
う
を
し
て
見
る
に
し
て
、

雲
蛇
を
見
る
に
し
て
起
つ
。
皆
其
の
時
に
非
ら
ず
。
是
れ
以
て
こ
う
り
ゅ
う

亢
龍
の
悔
（
天
上
に
昇
り
つ
め
た
龍
は
後
悔
す
る
。
極
め
て
尊
貴
な
地
位
に

在
る
者
は
慎
ま
な
い
と
失
敗
す
る
恐
れ
が
あ
る
）

な
り
。
然
り
則
謂
う
所
し
ょ
う
が
ん

妾
顔
（
腰
元
の
顔
）

未
だ
改
め
ず
君
心
改
め
る
は
亦
た
由
し
其
の

夫
れ
し
ょ
う
妾
た
く擇
（
腰
元
を
選
ぶ
）

之
れ
く
わ精
し
く
せ
ず
や
。
况
ん
や
其
の
顔
は
こ
く
し
ょ
く

國
色
（
優
れ
て
い
る
形
容

）
に
非
ら
ず
遂
に
其
の
感
ず
る

所
を
書
い
て
以
て
じ
け
い

自
警
（
自
分
を
戒
め
る
）
あ
わ并
せ
て
し
ど
う

子
道
に
示
す
。
し
ど
う

子
道
以
て
い
か
ん

何
如
を
為
す
。

時
年
三
十
三
歳
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解
釈

白
楽
天
「
た
い
こ
う

大
行
の
み
ち路
」
篇
。
と
は
白
楽
天
（
七
七
八
～
八
四
六
）
晩
唐
の
大
詩
人
の
「
新
楽
府
五
十
首
」
の
「
其
の
十
、

夫
婦
に
例
え
を
借
り
て
、
君
臣
関
係
が
終
わ
り
を
善
く
し
難
い
の
を
風
刺
し
た
」
詩

（
参
考
）
た
い
こ
う

大
行
の
み
ち路
。
三
十
二
古
詩
体
の
後
半
十
四
行
の
詩
文
か
ら

人
生
莫
作
婦
人
身

人
生
ま
れ
て
婦
人
の
身
と
な作
る
な莫
か
れ

百
年
苦
楽
由
他
人

百
年
の
く
ら
く

苦
楽
　
他
人
に
よ由
る

行
路
難

こ
う
ろ

行
路
な
ん難

難
於
山

山
よ
り
も
が
た難
し

険
於
水

水
よ
り
も
け
わ険
し

不
獨
人
間
夫
与
妻

獨
り
人
間
の
夫
と
妻
と
の
み
な
ら
ず

近
代
君
臣
亦
如
此

近
代
の
君
臣
も
亦
た
か此
く
の
如
し

君
不
見
左
納
言
右
内
史

君
見
ず
や
さ
な
ご
ん

左
納
言
　
う
な
い
し

右
内
史
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朝
承
恩

あ
し
た
朝
に
恩
を
う承
け

暮
贈
死

く
れ暮
に
死
を
た
も賜
う

行
路
難

こ
う
ろ

行
路
な
ん難

不
在
水

水
に
在
ら
ず

不
在
山

山
に
在
ら
ず

只
在
人
情
反
覆
間

只
だ
人
情
　
は
ん
ぷ
く

反
覆
の
か
ん間
に
あ在
り

語
釈
　
　
な
が
い

長
井
う
た
雅
樂
＝
萩
藩
士
、
百
五
十
石
に
三
百
石
の
加
増
を
受
け
家
老
格
煮
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
直
ぐ
先
の
長
井
建
白
書
、
孝
明
天
皇
が
和
歌
を
添
え
て
賞
し
た
も
の
、

朝
廷
の
空
気
の
急
変
で
、
建
白
は
下
げ
ら
れ
て
雅
楽
は
即
刻
帰
国
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
翌
文
久
三
年
二
月
六
日
私
邸
で
切
腹
し
た
、
君
恩
ニ
報
イ
ン
ト
欲
ス
レ
ド
業
イ
マ
ダ
央
ナ

ラ
ズ
自
ラ
羞
ズ
四
十
五
年
ノ
狂
即
今
成
仏
予
ノ
意
ニ
非
ズ
願
ク
バ
天
魔
國
光
ヲ
補
ケ
ヨ
、
と
辞
世
に
詠
ん
だ
遺
恨
の
死
で
あ
っ
た
、
享
年
四
十
五
歳
、
墓
は
萩
、
北
古
萩
の
海
潮
寺

に
あ
る
。
し
い
か

詩
歌
＝
詩
と
歌
。
ち
ょ
う
寵
＝
寵
愛
。
よ
う
け
ん

用
見
＝
登
庸
。
き
ゅ
ね
ん

去
歳
＝
去
年
、
昨
年
。
た
い
ろ
く

大
禄
＝
高
禄
。
た
ま賜
う
＝
下
賜
。
し
ん
ぜ
ん

信
然
＝
信
じ
る
さ
ま
。
き
が
い

癸
亥
＝
元
治
元
年
一
八
六
三
。
う
た
雅
樂
＝

長
井
う
た
雅
樂
。
こ
く
ふ
う

國
風
＝
和
歌
。
た
ず
さ
携
え
＝
携
帯
、
持
参
。
ぜ
つ
め
い

絶
命
＝
命
を
絶
つ
。
じ辭
＝
辞
世
。
ぐ
う偶
＝
偶
々
。
は
く
ら
く
て
ん

白
樂
天
＝
白
居
易
、
中
唐
の
詩
人
、
有
名
な
詩
に
長
恨
歌
が
あ
る
。
た
い
こ
う
ろ

太
行
路

＝
河
南
、
河
北
、
山
西
省
に
わ
た
る
大
山
脈
え
の
路
。
し
ょ
う
誦
す
＝
唱
え
る
、
大
き
な
声
で
詠
む
。
き
ゅ
う
か

泣
下
＝
泣
き
涙
を
流
す
。
す
う
ぎ
ょ
う

數
行
＝
幾
筋
も
。
ら
く
て
ん

樂
天
＝
は
く
ら
く
て
ん

白
樂
天
。
け
ん
ぎ

建
議
＝
意
見
を
申

し
上
げ
る
、
建
言
。
じ
ゃ
せ
い

邪
正
＝
邪
か
正
。
こ
じ
ん

古
人
＝
昔
の
人
。
ぎ
ょ
く
し
ゅ
う

玉
執

＝
優
れ
た
人
を
執
る
。
き
ぼ
く

龜
卜
＝
占
い
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
。
ち
ゅ
う
せ
い

中
正
＝
中
庸
で
正
し
い
。
こ
う
ひ

高
卑
＝
高
い
か
卑
し
い
か
。
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し
た
い

四
體
＝
四
肢
。
な
お猶
＝
ま
だ
、
や
は
り
。
い
っ
し
ょ
う

一
生
＝
そ
の
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
全
時
期
。
い
わ况
ん
や
＝
き
ょ
う
况
、
ま
し
て
。
げ
ん
ご

言
語
＝
言
葉
。
ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
＝
あ
や
、
礼
楽
、
礼
節
と
音

楽
や
制
度
な
ど
、
國
の
文
化
を
形
成
し
て
い
る
も
の
。
て
い
し

程
子
＝
北
宋
の
学
者
、
程
こ
う
と
程
頤
の
二
兄
弟
。
巻
を
え
ん掩
＝
巻
を
閉
じ
る
。
し
い
思
惟
＝
考
え
る
、
思
い
は
か
る
。
す須
＝
求
め

る
、
用
い
る
、
す
べ
か
ら
く
、
し
ば
し
。
そ
う爽
＝
爽
や
か
。
ぞ
う
し
ん

増
進
＝
増
し
進
め
る
。
せ
ん
り

千
里
＝
遠
い
所
。
は
ん
め
ん

半
面
＝
半
分
、
片
側
。
し
き識
＝
知
る
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
は
い
か
ん

肺
肝
＝
肺

と
肝
臓
。
こ
う苟
＝
苟
も
。
こ
う
り
ゅ
う

亢
龍
＝
天
上
に
昇
り
つ
め
た
龍
は
後
悔
す
る
、
極
め
て
尊
貴
名
地
位
に
在
る
者
は
、
慎
ま
な
い
と
失
敗
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
ょ
う
が
ん

妾
顔
＝
妾
の
顔
。

夫
た
く擇
＝
夫
を
撰
ぶ
。
よ歟
＝
気
が
安
ら
か
、
か
、
や
、
の
疑
問
感
嘆
の
助
字
。
こ
く
し
ょ
く

國
色
＝
國
の
様
子
、
趣
、
國
風
。
じ
け
い

自
警
＝
自
ら
警
戒
す
る
。
へ
い并
＝
併
せ
て
。
し
ど
う

子
道
＝
川
子
道
。
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１
７
　

書
漁
隠
圖
巻
後

錦
水
漁
父
。
與
盤
山
樵
夫
交
善
。
漁
父
有
雄
辨
如
懸
河
。
人
不
能
屈
之
。
樵
夫
口
訥
。
似
不
能
言
者
。
然
至
其
相
對
議
古
今
論
道
徳
。

漁
父
未
必
辨
。
樵
夫
未
必
黙
。
人
亦
以
為
怪
焉
。
漁
父
常
慨
乎
風
俗
頽
敗
將
變
左
袵
之
風
。
本
乎
春
秋
尊
王
抑
夷
之
法
崇
王
室
。
掲
正

道
。
而
痛

西
夷
之
邪
説
。
毫
不
假
借
也
。
故
世
。
奉
洋
説
者
。
悪
之
如
仇
讐
。
千
毀
百
謗
日
至
。
漁
父
特
立
乎
衆
楚
之
間
。
獨
行
乎

古
之
道
。
而
無
有
撓
色
。
於
是
乎
。
世
人
慕
漁
父
之
高
風
者
亦
多
。
従
游
者
。
日
満
門
。
世
人
稱
之
。
曰
白
沙
先
生
云
。
漁
父
一
且
。

投
筆
擲
硯
。
隠
于
荻
蘆
之
間
。
以
釣
魚
為
事
。
如
將
終
身
焉
。
或
曰
。
不
欲
與
犬
羊
奴
立
。
故
望
々
然
而
去
也
。
或
曰
。
在
蠱
之
上
九
。

衆
方
有
為
。
而
獨
不
事
王
侯
。
高
尚
其
事
。
漁
父
以
之
。
或
曰
。
在
坤
之
六
四
。
括
嚢
。
旡
咎
旡
譽
。
漁
父
以
之
世
人
皆
不
能
知
其
志

也
。
而
樵
夫
獨
知
其
志
云
。
一
日
。
漁
父
。
釣
于
錦
川
之
上
。
樵
夫
過
之
曰
子
樂
漁
耶
漁
。
父
笑
而
不
答
。
投
竿
而
歌
曰
。
俯
兮
見
魚

躍
。
仰
兮
見
鳶
飛
。
月
皎
々
而
出
風
颯
々
吹
衣
。
文
王
既
逝
矣
。
孔
顔
不
可
希
。
取
竿
詠
而
來
。
取
竿
詠
而
歸
。
樵
夫
和
曰
。
采
薪
朝

入
雲
。
歌
聲
響
白
雲
。
采
薪
夕
出
雲
。
歌
聲
響
白
雲
。
出
雲
又
入
雲
。
颯
々
気
凌
雲
。
持
來
欲
贈
君
。
風
吹
散
白
雲
。
翌
日
。
漁
父
寄

此
圖
。
以
示
樵
夫
。
因
書
其
後
而
返
之
。
乙
丑
仲
冬
望
後
一
日
。
樵
夫
書
于
白
雲
洞
。
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時
年
三
十
五

釈
文

り
ょ
う
い
ん

漁
隠
ず
か
ん

圖
巻
の
ご後
に
し
ょ書
す

き
ん
す
い

錦
水
の
り
ょ
う
ふ

漁
父
ば
ん
ざ
ん

盤
山
の
し
ょ
う
ふ

樵
夫
と
も
に
交
り
て
善
く
、
り
ょ
う
ふ

漁
父
は
有
り
て
ゆ
う
べ
ん

雄
辨
け
ん
が

懸
河
の
如
し
。
人
之
れ
に
屈
し
て
能
は
ず
。
し
ょ
う
ふ

樵
夫

口
は
と
つ訥
に
し
て
言
は
能
は
ず
に
似
た
る
。
然
れ
ど
も
至
っ
て
其
れ
あ
い
た
い

相
對
し
て
、
こ
こ
ん

古
今
の
ど
う
と
く

道
徳
を
論
じ
て
議
す
。
り
ょ
う
ふ

漁
父
未

だ
必
ず
べ
ん辨
ぜ
ず
、
し
ょ
う
ふ

樵
夫
未
だ
必
ず
し
も
黙
せ
ず
。
人
は
亦
た
以
て
怪
し
む
を
為
す
。
り
ょ
う
ふ

漁
父
常
に
ふ
う
ぞ
く

風
俗
た
い頽
は
い敗
ま
さ將
に
さ
じ
ん

左
袵
の

風
に
變
ぜ
ん
と
す
る
を
な
げ慨
く
。
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋
そ
ん
お
う

尊
王
そ
も
そ
抑
も
と
し
て
夷
の
法
を
本
お
う
し
つ

王
室
を
あ
が崇
め
せ
い
ど
う

正
道
を
掲
げ
て
痛
く
せ
い
い

西
夷
の
じ
ゃ
せ
つ

邪
説

を
ひ
ら

く
を
ご
う毫
（
少
し
も
）

も
か
し
ゃ
く

假
借
（
大
目
に
見
る
）

せ
ず
。
世
故
（
世
の
中
の
こ
と
）

こ
れ
よ
う
せ
つ

洋
説
を
奉
ず
る
は
、
之
れ
あ
く悪
で
き
ゅ
う
し
ゅ
う

仇
讐
（
か
た
き
敵
）

の
如
き
、
せ
ん
き

千
毀
ひ
ゃ
く
ぼ
う

百
謗
（
い
く
ら
で
も
そ
し謗
る
そ
し
り
切
れ
な
い
）

日
ご
と
至
る
。
り
ょ
う
ふ

漁
父
は
特
に
し
ゅ
う
そ

衆
楚
（
多
く
の
人
）

の
間
に
立
つ
。
獨
り
古

の
道
を
行
き
、
と
う
し
ょ
く

撓
色
（
曲
げ
る
）

の
有
り
や
無
し
や
。
是
れ
於
て
世
人
は
漁
父
の
高
風
を
慕
う
亦
た
多
く
、
従
い
れ
游
ぶ

は
日
に
門
に
満
つ
、
世
人
之
れ
稱
し
て
、
は
く
さ

白
沙
（
東
澤
瀉
の
こ
と
）

先
生
と
曰
く
云
う
。
り
ょ
う
ふ

漁
父
一
旦
筆
を
投
げ
硯
を
な
げ
う
擲
ち
て
、
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て
き
ろ

荻
蘆
（
荻
や
蘆
の
水
生
植
物
）

の
間
に
隠
れ
て
、
ち
ょ
う
ぎ
ょ

釣
魚
の
事
を
為
し
以
て
終
身
や
し
な
將
う
が
如
し
。
或
は
曰
う
け
ん
よ
う

犬
羊
ど奴
と
欲
せ
ず

立
し
て
。
故
に
ぼ
う
ぼ
う

望
々
ぜ
ん然
（
恥
じ
る
さ
ま
）

と
し
て
去
る
。
或
は
曰
う
こ蠱
（
人
に
害
を
与
え
る
）

の
じ
ょ
う
き
ゅ
う

上
九
（
易
の
ろ
く
こ
う

六
爻
の
う
ち
一
番
上
の
陽
の
爻
）

の
在
り
。
衆
は
方
に
為
す
有
り
て
獨
り
お
う
こ
う

王
侯
の
事
と
せ
ず
、
尚
お
其
の
事
を
高
く
し
て
、
り
ょ
う
ふ

漁
父
之
れ
を
以
て
或
は
曰
う
。

こ
ん坤
の
ろ
く
し

六
四
（
大
地
に
二
者
を
並
べ
る
） か
つ
の
う

括
嚢
と
が
め
咎
る
を
な旡
し
譽
を
と
が旡
め
、 り
ょ
う
ふ

漁
父
之
れ
を
以
て
世
人
皆
其
の
志
を
知
る
を
能
は
ず
。 し
ょ
う
ふ

樵
夫

獨
り
其
の
志
を
知
っ
て
云
う
。
一
日
り
ょ
う
ふ

漁
父
に
し
き
が
わ

錦
川
の
ほ
と
り
上
に
釣
る
。
し
ょ
う
ふ

樵
夫
之
れ
を
よ過
ぎ
り
て
曰
う
、
し子
は
漁
を
樂
し
む
や
、

り
ょ
う
漁
父
笑
っ
て
答
え
ず
。
竿
を
投
げ
て
歌
っ
て
曰
う
。
ふ俯
し
て
魚
の
躍
る
を
な
が見
め
、
仰
い
で
と
ん
び
鳶
の
飛
ぶ
を
な
が見
め
月
こ
う
こ
う

皎
々

と
出
る
。
風
は
さ
つ
さ
つ

颯
々
は
（
吹
く
さ
ま
）

衣
を
吹
く
。
ぶ
ん
お
う

文
王
は
既
に
ゆ逝
き
こ
う
が
ん

孔
顔
（
孔
子
と
そ
の
弟
子
の
顔
回
）
こ
い
ね
が
希

う
は
可
か
ら
ず
。
竿

を
取
っ
て
詠
じ
て
來
た
る
。
竿
を
取
っ
て
詠
じ
て
歸
る
し
ょ
う
ふ

樵
夫
は
和
し
て
曰
う
。
薪
を
と采
り
に
あ
し
た
朝
に
雲
入
り
、
歌
聲
は

白
雲
に
響
く
。
薪
を
と采
り
て
ゆ
う
べ
夕
に
雲
い出
を
で
、
歌
聲
は
白
雲
に
響
く
雲
を
い出
で
又
雲
に
入
り
、
さ
つ
さ
つ

颯
々
の
気
（
世
間
離
れ
が
し

て
掴
ま
え
ど
こ
ろ
が
な
い
）

雲
を
し
の凌
ぎ
持
ち
來
り
て
君
に
贈
ら
ん
と
欲
す
。
風
は
吹
い
て
白
雲
は
散
ず
る
。
翌
日
り
ょ
う
ふ

漁
父
此
の
圖
を

寄
せ
て
以
て
し
ょ
う
ふ

樵
夫
に
示
す
。
因
り
て
其
の
後
に
書
し
て
之
を
返
す
。

お
つ
う
し

乙
丑
ち
ゅ
う
と
う

仲
冬
望
後
一
日
。
し
ょ
う
ふ

樵
夫
は
く
う
ん
ど
う

白
雲
洞
こ
こ
に
書
す
。
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時
年
三
十
五

語
釈
　
り
ょ
う
い
ん

漁
隠
＝
漁
を
し
て
世
を
隠
遁
す
る
。
ず
か
ん

圖
巻
＝
書
物
、
巻
物
。
き
ん
す
い

錦
水
＝
錦
川
。
り
ょ
う
ふ

漁
父
＝
漁
師
、
釣
り
人
東
澤
瀉
の
こ
と
。
ば
ん
ざ
ん

盤
山
＝
い
わ
く
に
や
ま

盤
國
山
。
し
ょ
う
ふ

樵
夫
＝
き
こ
り
樵
、
南
部
五
竹
の
こ

と
。
こ
う
ぜ
ん

交
善
＝
良
い
交
際
。
雄
弁
＝
弁
が
立
つ
。
懸
河
＝
川
の
流
れ
、
滝
。
と
つ訥
＝
訥
弁
、
口
が
下
手
。
道
徳
＝
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
正
し
い
路
、
道
義
。
べ
ん辨
ず
＝
弁
え
る
、
弁
論
。
ふ
う
ぞ
く

風
俗

＝
習
わ
し
、
風
習
、
身
な
り
、
服
装
。
た
い頽
＝
崩
れ
る
、
剥
げ
落
ち
る
。
が
い
は
い

慨
敗
＝
頽
敗
を
嘆
く
。
さ
じ
ん

左
袵
＝
左
衿
、
お
く
み
。
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋

＝
春
秋
時
代
。
そ
ん
お
う

尊
王
＝
王
室
を
尊
敬
す
る
。
よ
く
い

抑
夷

＝
夷
狄
を
抑
止
す
る
。
お
う
し
つ

王
室
＝
王
家
。
す
う崇
＝
崇
拝
。
せ
い
ど
う

正
道
＝
正
し
い
道
。
せ
い
い

西
夷
＝
西
洋
人
。
じ
ゃ
せ
つ

邪
説
＝
邪
な
説
。
へ
き

＝
開
く
、
開
け
る
、
避
け
る
。
ご
う毫
＝
細
い
髪
の
毛
、
少
し
、
僅
か
。

か
し
ゃ
く

假
借
＝
容
赦
、
大
目
に
見
る
、
借
り
る
。
よ
う
せ
つ

洋
説
＝
西
洋
の
説
。
あ
く悪
＝
悪
い
、
強
い
。
き
ゅ
う
し
ゅ
う

仇
讐

＝
敵
、
仇
。
せ
ん
き

千
毀
＝
千
毀
す
、
多
く
毀
す
。
ひ
ゃ
く
ぼ
う

百
謗
＝
百
の
誹
謗
、
多
く
の
誹
謗
。

し
ゅ
う
そ

衆
楚
＝
皆
を
訓
戒
す
る
、
む
ち
打
つ
。
と
う
し
ょ
く

撓
色
＝
撓
む
様
子
、
弓
な
り
に
曲
が
る
、
怯
む
。
て
き擲
＝
投
擲
、
投
げ
出
す
。
て
き
ろ

荻
蘆
＝
荻
と
蘆
。
ち
ょ
う
ぎ
ょ

釣
魚
＝
魚
釣
り
。
け
ん
よ
う

犬
羊
＝
西
洋
人
を
侮
蔑

し
た
言
葉
。
ぼ
う
ぼ
う

望
々
＝
眺
め
、
見
晴
ら
し
。
こ蠱
＝
穀
物
に
つ
く
虫
、
人
の
腹
の
中
の
虫
、
人
に
害
を
な
す
も
の
、
損
な
う
、
乱
す
。
し
ゅ
う
ほ
う

衆
方
＝
多
く
の
人
。
お
う
こ
う

王
侯
＝
帝
王
と
諸
侯
。

こ
ん坤
＝
土
、
大
地
、
皇
后
、
母
、
妻
。
か
つ
の
う

括
嚢
＝
袋
の
口
を
閉
じ
る
、
括
り
ま
と
め
る
、
ひ
と
ま
と
め
、
口
を
つ
む
ぐ
、
知
能
を
か
く
す
。
き
ゅ
う
咎
＝
咎
、
咎
め
る
、
禍
。
き旡
＝
息
が
詰
ま

る
、
咎
め
る
。
よ譽
き旡
＝
誉
れ
、
名
誉
と
咎
め
。
う
む
有
無
＝
あ
る
な
し
。
に
し
き
が
わ

錦
川
＝
錦
帯
橋
の
懸
か
る
川
。
よ
ぎ過
り
＝
立
ち
寄
る
、
訪
れ
る
、
去
る
、
過
ぎ
る
。
り
ょ
う
ら
く

漁
樂
＝
漁
の
楽
。
り
ょ
う
漁
＝

魚
釣
り
。
ふ俯
＝
伏
せ
る
。
け
い兮
＝
主
語
や
文
の
後
に
つ
け
て
感
嘆
や
強
調
の
語
気
を
表
す
助
字
、
訓
読
で
は
普
通
読
ま
な
い
。
と
ん
び
鳶
＝
と
び鳶
。
さ
つ
さ
つ

颯
々
＝
さ
っ
と
風
が
吹
く
。
こ
う
こ
う

皎
々
＝
白
い
、

真
っ
白
。
ぶ
ん
お
う

文
王
＝
春
秋
時
代
周
の
王
、
善
政
を
し
た
明
君
。
ゆ逝
く
＝
逝
去
。
こ
う
が
ん

孔
顔
＝
孔
子
の
弟
子
顔
回
。
の
ぞ希
む
＝
希
望
、
望
む
、
ね
が
う
。
な
ご
や
か
和

＝
わ和
。
ま
き
と

薪
采
り
＝
薪
取
り
。

し
の凌
ぐ
＝
凌
駕
、
越
え
る
。
お
つ
う
し

乙
丑
＝
慶
応
元
年
一
八
六
五
。
ち
ゅ
う
と
う

仲
冬
＝
陰
暦
の
十
一
月
、
冬
の
真
ん
中
の
日
。
は
く
う
ん
ど
う

白
雲
洞
＝
南
部
五
竹
の
号
。


